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１ 新規図面を作成する 
 

 

 

 

ここでは、図形を新規作成または読み込む方法について説明します。 

 
ファイル(F)  新規作成(N) 

 図面を新規に作成する 
新しい図面を作成します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ｢起動設定｣ダイアログボックスで[新規作成]をクリック 

■ ツールバーメニュー ➜  

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [その他](－[新規]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [その他](－[新規作成])  

1 本コマンドを起動すると、新しい図面ウィンドウが開きます。 

起動時の設定を行っていた場合は、その設定に基づき、新し

い図面が開きます。 
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２ 保存してある図面を開く(BV Finder)  
 

 

 

 

新しい図面を作成し、その図面に指定した各種ファイルを読み込みます。 

また、｢BV Finder｣ダイアログボックス内で、開くファイルの種類を選択することもできます。 

｢BV Finder｣ダイアログボックスでは、コンピュータの中のフォルダーの階層構造と、選択したフォルダーの中のファ

イルやフォルダーの一覧を同時に表示できます。 

コマンド起動方法 

■プルダウンメニュー➜ [ファイル]－[開く] 

■ツールバーメニュー（サブメニュー）➜ 

■ツールボックス（サブメニュー）➜ [ファイル１]（－[図面読込]) 

■ツールボックス（ポップアップメニュー）➜ [ファイル１]－[図面読込] 

 

・ ｢BV  Finder｣ダイアログボックス内に、隠しファイル、隠しフォルダーは表示されません。 

・ カラーラスター付きの BVF ファイルを開くと、システムにより表示結果が次のように異なります。 

BV FILE + ラスターオプション →カラーラスターを表示します。 

BV FILE ラスターオプションなし →カラーラスターを枠線のみ表示しますが、上書き保存してもカラーラスターの情報は

保持されます。 

・ 属性を解除して読み込む 

[ファイル]－[外部入出力設定]－[BVF]を選択し、｢BVF 変換テーブル設定｣ダイアログボックスで「寸法・ハッチ以外の属性 

解除｣チェックマークをオンにすると、属性（ユーザー属性、グループ属性）を解除して互換 BVF、BVS 読込時（BV-6 以降） 

データが読み込まれます。 

・ ユーザーファンクションウィザードが設定されている図面を読み込む際に、図面ごとにその設定内容を反映することが可能 

です。｢ユーザー設定情報｣ダイアログボックスが表示されますので、いずれかのラジオボタンをクリックして選択します。 

｢システムに反映します。｣を選択した場合、図面ごとに設定されたユーザーファンクションの設定内容は読み込まず、システ 

ムの設定内容を読み込みます。 

マルチ図面に対応するには、｢ユーザーファンクションを読込みません。｣をクリックします。 

 
 
● ｢BV Finder｣を常に開く 

｢BV Finder｣ダイアログボックスを製図作業中も常に表示したままにすることができます。 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、｢常に表示｣チェックマー

クをオンにします。 

2 読み込むファイルを選択した後も、｢BV Finder｣ダイアログボ

ックスは表示され続けます。 
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ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finderから図面を開く 
BV Finderを開き、図面を読み込みます。 

1 本コマンドを起動すると｢BV Finder｣ダイアログボックスが表

示されますので、[選択]タブをクリックします。 

2 ｢パス｣には現在開いているフォルダーのパスが表示されます。 

｢選択｣ダイアログボックスは、左側のディレクトリツリー表

示と、右側の開いているフォルダー内の表示に分かれていま

す。 

左側のディレクトリツリー内のフォルダーをクリックすると、

右側にそのフォルダー内のフォルダー／ファイルが表示され

ます。 

フォルダーを開き、同時に下の階層のフォルダーを表示する

には、ウィンドウの左側のボックスのフォルダーをダブルク

リックします。 

Tab キーを押すことにより、フォーカスがディレクトリツリ

ー表示←→フォルダー一覧表示間で移動します。 

｢ショートカット｣欄内には、ポップアップメニュー(マウス右

クリック)の[ショートカットの作成]機能により作成したシ

ョートカットが表示されます。ショートカット名をダブルク

リックするだけで、指定したフォルダー内の表示に切り替わ

ります。 

3 プルダウンメニューの｢表示｣内の各メニューを選択することに

よって、各種ファイルの表示を切り替えることができます。 

いずれかの表示種類をクリックし、チェックマークを表示させ

て選択します。 

■表示の種類 

表示の種類には、大きいアイコン／小さいアイコン／一覧／詳

細／イメージアイコン(特大)／イメージアイコン(大)／イメ

ージアイコン(中)／イメージアイコン(小)があります。アイコ

ンは、ファイル名とアイコンが表示され、一覧では、ファイル

名が表示されます。 

表示メニューの｢イメージアイコン(特大)｣、｢イメージアイコ

ン(大)｣、｢イメージアイコン(中)｣、｢イメージアイコン(小)｣

は図面ファイルおよび各種ファイルが、特大、大、中、小いず

れかの大きさでイメージ表示されます。右側のスクロールバー

を操作してファイルの表示をスクロールして選択することが

できます。 

図面登録時にイメージをカラー・モノクロに設定してある場

合は、イメージデータを使用しますが、イメージなしに設定し

てある場合はその場でイメージを作成しますので、処理に時間

がかかることがあります。 

＜一覧表示＞ 

各種ファイルがファイル名で一覧表示されます。 

＜詳細表示＞ 

ファイルの各情報(ファイル名、図面名、サイズ、作成日時、

更新日時、タイプ、タイトル、タイトル(ﾌﾘｶﾞﾅ)、サブタイト

ル、サブタイトル(ﾌﾘｶﾞﾅ)、作成者、作成者(ﾌﾘｶﾞﾅ))が表示さ

れます。なお、シンボル図形(BVS)はタイトルにシンボル図形

名が表示されます。図面名は、同一フォルダー内または 1 つ上

のフォルダーに D_DRAWF.XML、DRAWING.XML、DRAWINGS.XML、

DRAWINGF.XML のいずれかのファイルが存在する場合に表示し

ます。この時、当該 XML の対象ファイルに対応する"図面ﾌｧｲﾙ

名"タブがある場合は"図面名"タブより図面名を取得します。 

イメージアイコン(特大)・(大)・(中)・(小)の表示は、図面ファ

イル(.BVF)の場合、保存時に｢イメージ｣を｢カラー｣または｢モノ

クロ｣に設定しておくと高速に表示されます。 
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対応となる"図面名"タブが無い場合は空白となります。 

キーボードの矢印キーや、Tab または Shift＋Tab キーを押すこ

とによりカーソルを項目間に移動させることができます。 

ＯＳのバージョンによっては、[ツール]－[システム設定]－

[起動・フォルダー・ログ]の処理で「簡易排他制御」の指定を

行った図面ファイルは、異なる色で表示されます。 

右側のフォルダー内の表示から読み込むファイルをマウスで

クリックします。 

4 [開く]をマウスでクリック、またはファイルをダブルクリック

します。製図画面上に指定した図面が読み込まれます。 

 参 照 ➜ ｢保存してある図面を検索する」  

  ｢BV Finder でファイル操作を行う」 

  ｢設定を行ったデータを指定し、実行する」

  ｢起動・フォルダー・ログの設定を行う」 

  ｢ＯＳのバージョンと｢BV Finder｣の表示」 

 

・ 読み取り専用属性のファイルを開くと｢読み込み専用で開きます｣のメッセージが表示されます。 

そのため書き込みできない CD-ROM 等からデータを読み込むと読み込み専用で開きます。 

ただし、簡易排他制御オンのときにネットワーク共有フォルダーなどに書きこみの権限がない場合は｢制御ファイルの作成

に失敗しました｣のメッセージの後に、｢読み込み専用で開きます｣のメッセージが表示されます。 

・ BVFファイルの読み込みに失敗した場合は、BVF読込みエラーダイアログボックス内に以下の情報が表示されます。 

 ファイル形式 

 エラー番号 

 エラー内容 

 

解 説：読み込めるファイルの種類 
■読み込めるファイルの種類  .BVF  （本 CAD システムの図面ファイル） 

    .BVFZ  （本 CAD システムの ZIP形式で圧縮した図面ファイル） 

    .BVR  （本 CAD システムの朱書き図面ファイル） 

    .BVS  （本 CAD システムのシンボルファイル） 

    .BVP  （本 CAD システムのパラメトリックファイル） 

    .STRECH  （本 CAD システムの伸縮図形ファイル）  

    .JWC  （JW_CAD の図面ファイル） 

    .JWW  （JW_CAD Windows 版の図面ファイル） 

    .JWK  （JW_CAD のシンボルファイル） 

    .DAT  （JW_CAD の線記号変形ファイル） 

    .DWG  （AutoCAD の図面ファイル） 

    .DXF  （AutoCAD の図面ファイル） 

    .SFC  （SXF SFC ファイル※１） 

    .P21  （SXF P21 ファイル※１） 

    .SFZ  （SXF SFC 圧縮形式ファイル※１） 

    .P2Z  （SXF P21 圧縮形式ファイル※１） 

    .BMP  （Windows ビットマップファイル） 

    .JPG/JPEG  （JPEG 形式のグラフィックファイル） 

    .PNG  （PNG 形式のグラフィックファイル） 

    .TIF/TIFF  （TIFF 形式のグラフィックファイル） 

    .BVI  （本 CADシステムのラスターファイル） 

    .CG4  （CCITT G4 FAX 規格のデータファイル） 

    .DOC※２  （MicrosoftWord のデータファイル） 

    .XLS/XLSX※２ （MicrosoftExcel のデータファイル） 

    .PPT※２  （MicrosoftPowerPoint のデータファイル） 

    .PDF※２  （PortableDocumentFormat のデータファイル） 

    .LNK※３  （MicrosoftWindows のショートカットファイル） 

    .LZH  （圧縮ファイル） 

    ※１…… SFC(SFZ)ファイル、P21(P2Z)ファイルは、CAD データ交換標準 SXF Ver3.1 

     (Scadec dataeXchange Format の略で CAD データ交換仕様全体を指す）基盤 

     ソフトウェア(sfc 共通ライブラリ Ver3.1、P21 共通ライブラリ Ver3.1）を利 

     用しています。 

＜詳細表示で＞ 

ソート 

ファイル名、図面名、サイズ、作成日時、更新日時、タイプ、

タイトル、タイトル(ﾌﾘｶﾞﾅ)、サブタイトル、サブタイトル(ﾌﾘｶﾞ

ﾅ)、作成者、作成者(ﾌﾘｶﾞﾅ)のいずれかの項目名をクリックする

と、その項目名によってファイルのソート(並べ替え)が行われ

ます。同じ項目名を再度クリックすると、昇順／降順が切り替

わります。 

文字列の入力・修正 

タイトル／サブタイトル／作成者などの項目の内容表示欄内で

マウスをクリックすると、文字列の入力・修正を行えるように

なります。 
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    ※２…… .DOC、.XLS/XLSX、.PPT、.PDF は、オブジェクトとして図面に挿入されます。 

        .DOC は Microsoft Word、.XLS/XLSX は Microsoft Excel、.PPT は Microsoft 

                         Power Point、.PDF は Adobe Acrobat がインストールされていることが必要 

     です。 

    ※３…… BV Finder におけるショートカットの表示のオン・オフを切り替えます。初期 

     状態はオフです。 

■各種ファイルの表示について 各種ファイルの表示では、アイコン、ファイル名、ファイルの詳細な情報表示、 

 イメージ表示等を行うことができます。 

 各種の項目やファイル名によって、検索を実行することもできます。 

 また詳細表示時、ファイル名やファイルサイズによって各種ファイルのソートを行うこ 

 ともできます。 

 なお、図面読込直後は、マクロ属性実行メニューが自動的に起動します。 

■ BVR(朱書き)ファイルを開くとき BVR(朱書き)を選択した場合には、図面本体の BVF ファイルに合成して１つのファイルと 

    して開きます。 

 

 
 

解 説：非常登録されたファイルを読み込むには 
[ツール]－[システム設定]－[起動・フォルダー・ログ]の設定で、｢非常登録の時間｣を設定してある場合、非常登録

ファイルが作成されます。非常登録ファイルは、BV Finder から読み込むことができます。 

コマンドの起動方法 

■プルダウンメニュー➜ [ファイル]－[開く] 

■ツールバーメニュー➜  

■ツールボックス（サブメニュー）➜ [ファイル１](－[図面読込]) 

■ツールボックス（ポップアップメニュー）➜ [ファイル１](－[図面読込])  

1 本コマンドを起動します。 

2 ｢図面読込｣または｢BV Finder｣ダイアログボックスより、読み込む非常登録ファイルを指定します。 

非常登録ファイルは、[ツール]－[システム設定]－[起動・フォルダー・ログ]で設定したフォルダーの下に格納された図面フ

ァイルで、次のファイル名となります。 

  Bvtmp0.bvf、Bvtmp1.bvf、Bvtmp2.bvf ･･･など 

3 ｢ファイル一覧｣などから、読み込む図面ファイルをマウスでクリックします。 

4 [ＯＫ]をマウスでクリックします。 

製図画面上に指定した図面が読み込まれます。 

・ 非常登録の時間以外でも、Shift キーを押しながらメニューを切り替えると、非常登録されます。 

ファイル名だけではいつのファイルか分からないので、ファイルの更新日時を参考にデータをお選び下さい。 
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解 説：XLS/XLSXファイルを開く場合 
BV Finder で XLS/XLSX ファイル(Excel データ)を開くと、設定した内容で表が貼り付けられます。 

ただし、BV Finder の[設定]メニュー内｢ファイルの種類｣ダイアログボックスで、「XLS,XLSX」チェックマークをオン

にし、｢XLS,XLSX を文字要素として開く｣チェックマークをオンにする必要があります。また、｢XLS,XLSX を文字要素

として開く｣チェックマークがオフの場合はオブジェクトとして挿入されます。エクセルアプリケーションがインスト

ールされていなければなりません。 

 

1 本コマンドを起動します。 

2 ｢BV Finder｣ダイアログボックスより、XLS/XLSX ファイルを指

定し、[開く]をマウスでクリックします。 

3 ｢配置する位置を指示してください」のメッセージが表示され

ます。 

サブメニュー欄の[2 点指示]をクリックすると[１点指示]に

切り替わりますので、いずれかをクリックして選択します。 

[2 点指示]の場合 

基準点をマウスでクリックします。 

取り込む表が仮想線で表示され、マウスを動かすと大きさが

変化します。 

大きさを決定すると、表が作成されます。 

[1 点指示]の場合 

配置位置をクリックすると、表が作成されます。 

  
・ 貼り付ける図面にＣＡＤ製図基準の標準横断図及び横断図における材料表に関するレイヤ（ＭＴＲ、ＭＴＲ－ＦＲＡＭ、Ｍ

ＴＲ－ＴＸＴ）が存在するときは、表のタイトル、図枠と文字列をそれぞれのレイヤに自動で振り分けます。 

その際に、ＣＡＤ製図基準の仕様により枠線は実線の白色、文字は白色で振り分けます。 

・ 取り込む表は始点と終点を指示することで、任意の大きさで貼り付けることができます。文字要素は用紙上０．５ｍｍ単位

の任意の高さとします。また、画面上の大きさの１／１０以下の時は表示しません。 

・ 自動で折り返すセル及び複数行のセルは未対応です。 

・ 罫線の線種と線幅（１：２：４を意識）は次の種類になります。 

実線、破線、一点短鎖線、二点短鎖線、点線 

0.13 ｍｍ、0.25 ｍｍ、0.5ｍｍ 

・ 本機能は、エクセルアプリケーションがインストールされている場合のみ利用可能です。 
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ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finderのプルダウンメニュー 
｢BV Finder｣ダイアログボックス内のプルダウンメニューには、以下の各種メニューがあり、それぞれ各種の処理を実

行することができます。 

 

▼ファイルメニュー        ▼表示メニュー            ▼編集メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ▼設定メニュー 

 

 

 

 

 

 

●[すべて選択] [印刷] [システム設定] [プリンター設定] [プロパティ]ボタン 

 よく使用する各種のコマンドをボタンから実行することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、[ファイル]、[表示]、[編集]の各メニュー内のコマンドを説明します。 

 

 

  

ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finderのファイルメニュー 
プルダウンメニュー[ファイル]内の機能は以下の通りです。 

 

●開く 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[ファイル]内の[開く]をクリックします。 

2 現在選択中のファイルが開き、製図画面上に読み込まれます。 

 

●アプリケーションから開く 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[ファイル]内の[アプリケーションから開く]をクリックします。 

2 選択中のファイルにエクスプローラで関連付けされているソフトウェアからファイルが開きます。 

ただし、BVF および BVS を選択した場合は、そのまま本ＣＡＤシステムで開きます。 
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●外部入出力設定 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[フ

ァイル]内の[外部入出力設定]をクリックし、サブメニューか

らいずれかのファイルをクリックします。 

2 選択したファイルの外部入出力設定用のダイアログボックス

が表示されますので、各種の設定を行います。ダイアログボ

ックスで[ＯＫ]をクリックすると、｢BV Finder｣ダイアログボ

ックスに戻ります。 

詳しい操作は、本マニュアル[ファイル]－[外部入出力設定]

内の、[BVF変換テーブル設定]、[DXF・DWG変換テーブル設定]、

[JWC・JWW 変換テーブル設定]、[SXF 変換テーブル設定]、[PDF

変換テーブル設定]の各説明を参照ください。 

 

 

  

●印刷 

1 印刷を行う図面ファイルを選択し(複数可)、｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[ファイル]内の[印刷]を

クリックします。 

2 確認用のダイアログボックスが表示されます。｢×図面の印刷を行いますか？」とメッセージが表示されます。 

×は、現在選択されている図面ファイル(BVF)、SFC ファイル、JWC ファイル、DXF・DWG ファイルの数です。 

複数選択されたファイルの中に図面ファイル以外の BMP ファイルその他が入っていても無視されます。 

3 [ＯＫ]をクリックすると､現在設定中の各種印刷設定・印刷範囲で、システムの通常使うプリンターに設定されているプリンタ

ーで印刷処理を行います。 

・ BV Finder でファイルを選択して印刷する場合、全ての選択図面の印刷が終わった後で、傾き印刷ＯＮで異縮尺の表示シー

トがある図面がある場合、以下のメッセージが表示されます。 

｢下記の図面は印刷で傾きを指定している為 縦横異縮尺のシートは正しく印刷されなかった可能性があります 

  図面パス１ 

  図面パス２｣ 

・ ｢BV Finder｣ダイアログボックスで複数のファイルを選択し、印刷を実行した場合は、それぞれのファイルごとにパスワー

ド入力用のダイアログボックスが表示されます。 

・ BVFファイル保存の際、読込み・印刷のいずれかのパスワードが設定されていると、通常、図面を読み込む際と同様のパス

ワード入力用のダイアログボックスが表示されます。 

<１：読込みパスワードが設定されている場合> 

印刷メニュー実行後、読込みパスワード入力用のダイアログボックスが表示されます。正しく入力した場合は、続いて印刷

が実行されます。パスワードの入力をキャンセルすると、印刷は実行されません。 

<２：印刷パスワードが設定されている場合> 

印刷メニュー実行後、印刷パスワード入力用のダイアログボックスが表示されます。正しく入力した場合は、続いて印刷が

実行されます。パスワードの入力をキャンセルすると、印刷は実行されません。 

・ 読込み・印刷のパスワードのうち複数が指定されていた場合は､１：～２：の順にパスワード入力用のダイアログボックス

が表示され、判定で印刷できるかできないかが決まります。 
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●システム設定 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[フ

ァイル]内の[システム設定]をクリックすると、｢システム設

定｣ダイアログボックスの[印刷・メニュー]が表示されます。 

2 詳しい操作は、本マニュアル[ツール]－[システム設定]内の、

各機能の説明を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●プリンターの設定 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[フ

ァイル]内の[プリンターの設定]をクリックすると、｢プリン

ターの設定｣ダイアログボックスが表示されます。 

2 詳しい操作は、本マニュアル[ファイル]－[プリンターの設定]

内の、各機能の説明を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●印刷設定 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[フ

ァイル]内の[印刷設定]をクリックすると、｢印刷設定｣ダイア

ログボックスが表示されます。 

2 詳しい操作は、本マニュアル[ファイル]－[印刷設定]内の、

各機能の説明を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
保存してある図面を開く(BV Finder) 11 

 

 

 

●一覧印刷 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[フ

ァイル]内の[一覧印刷]をクリックします。 

・ 通常、複数のファイルを選択します。 

ファイルを１つも選択せず、ファイル以外の場所で右クリ

ックした場合は、そのフォルダー内のすべてのファイルが

一覧印刷の対象となります。 

2 ｢一覧印刷｣ダイアログボックスが表示されます。 

プレビュー 

印刷結果を表示します。グレーの点線はプリンターの印字可

能範囲を示しています。ブルーの線は現在選択されている余

白を示しています。 

スタイル 

ドロップダウンリストボックスから、「一覧」「イメージア

イコン」「詳細」のいずれかを選択します。スタイルが「詳

細」の場合、ファイル／フォルダーの一覧で設定された項目

順序で印刷が行われます。[詳細設定]をクリックして設定用

ダイアログボックスで各種の設定を行うこともできます。 

用紙サイズ 

現在選択されている用紙サイズが表示されます。 

ページ 

印刷の開始ページと終了ページを設定します。 

｢現在｣を変更すると、そのページのプレビューが表示されま

す。 

余白 

印刷範囲を設定します。余白の値は、プリンターの物理的な

印字範囲より内側になるように入力チェックします。▲また

は▼をクリックすると、１ｍｍ単位で調整することができま

す。 

[プリンター設定]ボタン 

インストールされているプリンターを選択します。プリンタ

ーのプロパティも設定可能です。 

[詳細設定]ボタン 

[詳細設定]ボタンをクリックすると、｢詳細設定｣ダイアログ

が開き、「ヘッダー」「フッター」「詳細」「イメージアイ

コン」｢フォント」を設定することができます。 

｢詳細設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

｢一覧印刷｣ダイアログボックスに戻ります。 

 参 照 ➜ ｢解説：｢詳細設定｣ダイアログボックスの各

種設定｣ 

 

3 [印刷]をクリックすると、ファイル・フォルダーの一覧でファイルを選択している場合は、選択されているファイルの一覧を設

定された各種パラメータに従って印刷します。 

ファイルが選択されていない場合は、そのフォルダーにあるファイルすべての一覧を印刷します。 

 



 
保存してある図面を開く(BV Finder) 12 

 

 

 

解 説：｢詳細設定｣ダイアログボックスの各種設定 
 

ヘッダー 

用紙の上側に印刷するヘッダーの文字列を用紙の「左」「中央」「右」の３つにわけて入力します。 

1 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[ヘッダー]タブをクリック

すると、ヘッダー設定用のダイアログボックスに表示が切り

替わります。 

2 ヘッダーを印刷します 

｢ヘッダーを印刷します｣チェックマークをオンにすると、こ

こで設定した内容を有効にし、一覧印刷時にヘッダーを印刷

します。 

左、中央、右 

ヘッダー｢左｣、｢中央｣、｢右｣の各入力欄内に文字列を入力し

ます。 

ヘッダーの文字列には、通常の文字以外に、｢日付｣、｢時刻｣、

｢ページ数｣などに印刷時に置き換える書式文字列を入力する

ことができます。 

   書式文字列には、次のような種類があります。 

%f フォルダー名 

%F フォルダーパス名 

%p ページ数 

%P 総ページ数 

%Y 年（西暦） 

%M 月 

%D 日 

%H 時 

%I 分 

%S 秒 

 

3 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

｢一覧印刷｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

フッター 

用紙の下側に印刷するフッターの文字列を用紙の「左」「中央」「右」の３つにわけて入力します。 

1 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[フッター]タブをクリック

すると、フッター設定用のダイアログボックスに表示が切り

替わります。 

2 フッターを印刷します 

｢フッターを印刷します｣チェックマークをオンにすると、こ

こで設定した内容を有効にし、一覧印刷時にフッターを印刷

します。 

左、中央、右 

フッター｢左｣、｢中央｣、｢右｣の各入力欄内に文字列を入力し

ます。 

ヘッダーと同様、フッターの文字列には、通常の文字以外に、

｢日付｣、｢時刻｣、｢ページ数｣などに印刷時に置き換える書式

文字列を入力することができます。ヘッダーの説明を参照し

てください。 

3 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

｢一覧印刷｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

 

＜書式文字列設定例＞ 

例）「2000 / 06 / 16  18 : 30 : 00 1 / 6ページ」 

   と印刷したい場合 

%Y / %M / %D  %H : %I : %S %p / %Pページ  と入力 
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詳細 

一覧印刷のダイアログでスタイルを「詳細」に設定した場合の印刷項目を設定します。 

各項目の順番は、BV Finder の「詳細」表示で設定した順番に従います。 

1 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[詳細]タブをクリックする

と項目設定用のダイアログボックスに表示が切り替わります。 

印刷項目の横にある、チェックボックスをチェックすると、

その項目を印刷します。 
2 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

｢一覧印刷｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

イメージアイコン 

一覧印刷のダイアログでスタイルを「イメージアイコン」に設定した場合のイメージアイコンのサイズを設定します。 

1 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[イメージアイコン]タブを

クリックすると、イメージアイコンのサイズ設定用のダイア

ログボックスに表示が切り替わります。 

横幅、縦幅 

イメージアイコンのサイズをｍｍ単位で設定します。 

間隔 

イメージアイコン間の間隔をｍｍ単位で設定します。 

ＤＰＩ 

イメージアイコンを印刷する際のＤＰＩ（１インチのピクセ

ル数）を設定します、この値がプリンターのＤＰＩに近くな

るほど印刷結果はきれいになります。 

 

 ＜情報の印刷＞ 

ファイル名 

｢ファイル名｣のチェックマークをオンにすると、イメージアイコンの下に、ファイル名を印刷します。 

タイトル 

｢タイトル｣のチェックマークをオンにすると、イメージアイコンの下に、その図面データのタイトル文字を印刷します。 
サイズ 

｢サイズ｣のチェックマークをオンにすると、イメージアイコンの下に、ファイルのサイズ、および用紙サイズ（イメージの場

合はピクセル数）を印刷します。 

・ タイトルを印刷できるファイル形式は、BVF, BVS, TIFFに限ります。 

2 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、｢一覧印刷｣ダイアログボックスに戻ります。 
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フォント 

｢ヘッダー｣、｢一覧｣、｢フッター｣のフォントをそれぞれ設定します。 

1 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[フォント]タブをクリック

すると、フォント設定用のダイアログボックスに表示が切り

替わります。 

ヘッダー、一覧、フッターのフォント種別 

ドロップダウンリストボックスからいずれかのフォントの種

別を選択します。 

ヘッダー、一覧、フッターのフォントのサイズ 

▲、▼をクリックし、いずれかのフォントのサイズを選択し

ます。 

プレビュー 

それぞれのフォントのプレビューがフォント種別の下に表示

されます。 

2 ｢詳細設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

｢一覧印刷｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

 

印刷のスタイル 

＜一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ヘッダー左、中央、右は、設定された文字列、日時、ページ数を印字します。 

 

＜詳細＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  各列「ファイル名」「サイズ」「更新日時」「タイトル」「サブタイトル」「作成者」は、詳細表示で設定された順に 

  並びます。 

  

ヘッダー左         ヘッダー中央        ヘッダー右 

 

ファイル名        サイズ  タイトル     サブタイトル 

ファイル名１       xxxx     タイトル１    サブタイトル１ 

ファイル名２       xxxx     タイトル２    サブタイトル２ 

ファイル名３       xxxx     タイトル３    サブタイトル３ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

ファイル名ｎ       xxxx   タイトルｎ    サブタイトルｎ 

 

フッター左        フッター中央          フッター左 

 
 
ヘッダー左        ヘッダー中央          ヘッダー右 

 

ファイル名１   

ファイル名２ 

ファイル名３ 

ファイル名４ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

ファイル名ｎ 

 

フッター左        フッター中央          フッター左 
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＜イメージアイコン＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●一覧エクスポート 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[フ

ァイル]内の[一覧エクスポート]をクリックすると、｢名前を

付けて保存｣ダイアログボックスが表示されます。 

2 ファイル名を入力し、[保存]をクリックすると、マウスで選

択されたフォルダーまたはファイルのデータをすべてＣＳＶ

ファイルに出力します。 

・フォルダー内でファイル名が表示されていない場所で右

クリックし、ポップアップメニューから[一覧エクスポー

ト]をクリックすると、フォルダー名の上で右クリックし

た時と同様にフォルダー内のデータ全てを CSV ファイル

に出力します。 

・ CSV ファイルに出力される内容は図面ファイルの場合

(.BVF)、以下の通りです。 

ファイル名、図面名、ファイルサイズ、作成日時、更新日

時、図面タイプ、タイトル、タイトル(フリガナ)、サブタ

イトル、サブタイトル(フリガナ)、作成者、作成者(フリ

ガナ)。ただし、タイトル～作成者(フリガナ)は入力され

ている場合のみ出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッダー左         ヘッダー中央        ヘッダー右 

 

 

 
 

フッター左        フッター中央          フッター左 
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●プロパティ 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[フ

ァイル]内の[プロパティ]をクリックすると、選択中のファイ

ルの｢プロパティ｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルにパスワードが設定されている場合、[パスワード]

をクリックします。｢読込みパスワード入力｣ダイアログボッ

クスが表示されますので、パスワードを入力し、[ＯＫ]をク

リックします。 

 

 

 

 

2 ｢プロパティ｣ダイアログボックスが表示されます。 

[閉じる]をクリックすると、｢BV Finder｣ダイアログボックス

に戻ります。 

 

 

●閉じる 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[ファイル]内の[閉じる]をクリックします。 

2 ｢BV Finder｣ダイアログボックスを閉じます。 

 

 

 

  

ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finderの表示メニュー 
プルダウンメニュー[表示]内の機能は以下の通りです。 

 

●大きいアイコン・小さいアイコン・一覧・詳細 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[表示]内の[大きいアイコン]・[小さいアイコン]・[一覧]・[詳細]の

いずれかをクリックすると、選択中のフォルダー内のファイルの表示が切り替わります。 

 

▼大きいアイコン                     ▼小さいアイコン 
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▼一覧                          ▼詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●イメージアイコン特大・イメージアイコン大・イメージアイコン中・イメージアイコン小 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[表示]内の[イメージアイコン特大]・[イメージアイコン大]・[イメ

ージアイコン中]・[イメージアイコン小]のいずれかをクリックすると、選択中のフォルダー内のファイルの表示が切り替わり

ます。 

 

▼イメージアイコン特大                  ▼イメージアイコン大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼イメージアイコン中                   ▼イメージアイコン小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●イメージアイコン再作成 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[設定]－[イメージアイコン]でイメージアイコンの各種設定を変更し

た場合は、[表示]メニュー内の[イメージアイコン再作成]をクリックします。 

設定に基づき、イメージアイコンの表示が行われます。 

 

 

●最新の情報に更新 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、[表示]メニュー内の[最新情報に更新]をクリックします。 

フォルダー内の情報を、最新のものに更新します。また、F5 キーを押しても、同様の処理が行えます。 
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●ショートカット欄、拡張図面情報の表示オン・オフ 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[表

示]内の[ショートカット]、[拡張図面情報]をクリックします。

ショートカット欄、拡張図面情報の表示オン・オフの切り替

えが行われます。 

 

       

 

 
 
 

 

 

●ショートカット欄、拡張図面情報欄の表示の入替え 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[表

示]内の[ウインドウ入替え]をクリックします。ショートカッ

ト欄、拡張図面情報の表示位置の切り替えが行われます。 

 

       
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ショートカット欄オフ、拡張図面情報オン 
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●ショートカット欄の表示状態の変更 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[表

示]内の[ショートカット表示]をクリックし、｢詳細｣または

｢アイコン｣のいずれかを選択します。ショートカット欄表示

が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ショートカット欄内で右ボタンをクリックして表示さ

れるポップアップメニューからも表示状態を変更することも

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ショートカットの名前の変更 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、ショートカット欄内で右

ボタンをクリックして表示されるポップアップメニューから

｢名前の変更｣を選択します。 

 

 

 

 

2 ｢名前の変更｣ダイアログボックスが表示されます。変更後の

名前を入力し、[ＯＫ]をクリックすると、ショートカットの

名前の変更が行われます。 

 

       

 

●ショートカットの削除 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、ショートカット欄内で右

ボタンをクリックして表示されるポップアップメニューから

｢削除｣を選択します。ショートカットが削除されます。 
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●エクスプローラーを開く 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、ショートカット欄内で右

ボタンをクリックして表示されるポップアップメニューから

｢エクスプローラーを開く｣を選択します。現在表示中のフォ

ルダーのエクスプローラー画面が表示されます。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●フォルダーの移動 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[表

示]内の[移動]をクリックし、[戻る]、[進む]、[上へ]のいず

れかをクリックします。表示するフォルダーの移動が行われ

ます。 
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ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finderの編集メニュー 
プルダウンメニュー[編集]内の機能は以下の通りです。 

 

●コピー 

1 マウスの右ボタンでコピーするフォルダーまたはファイルをクリックし、プルダウンメニュー[編集]内の[コピー]をクリック

します。 

2 フォルダーまたはファイルがコピーされます。 

 

●貼り付け 

1 コピー先のフォルダーやドライブを開きます。 

コピー先でマウスの右ボタンを押し、プルダウンメニュー[編集]内の[貼り付け]をクリックします。 

2 選択したフォルダーまたはファイルが貼り付けされます。 

 

●削除 

1 マウスの右ボタンで削除するファイルをクリックします。 

2 プルダウンメニュー[編集]内の[削除]をクリックすると、削除が行われます。 

また、 Del キーを押しても同様の処理が行われます。 

・ 簡易排他制御を設定した図面ファイルを選択している場合は、この機能は選択できません。 

 

●名前の変更 

1 マウスの右ボタンでファイルをクリックし、プルダウンメニュー[編集]内の[名前の変更]をクリックします。 

2 新しい名前を入力し、Enter キーを押すと、名前の変更が行われます。 

・ 簡易排他制御を設定した図面ファイルを選択している場合は、この機能は選択できません。 

 

●フォルダーの作成 

1 マウスの右ボタンで新しいフォルダーを作成する位置をクリックし、プルダウンメニュー[編集]内の[フォルダーの作成]をク

リックします。 

2 一時的な名前が付いた新しいフォルダーが表示されます。フォルダーの名前を入力し、Enter キーを押します。 

 

●ショートカットの作成 

1 フォルダーツリー表示内の対象フォルダー上でマウスを右クリックし、プルダウンメニュー[編集]内の[ショートカットの作成]

をクリックします。 

｢ショートカットの作成｣ダイアログボックス内にショートカット名を入力し、[ＯＫ]をクリックします。 

2 ｢BV Finder｣ダイアログボックスの｢ショートカット｣欄内に選択したフォルダーへのショートカットが作成されます。 

｢ショートカット｣欄内のショートカットをダブルクリックするだけで、指定したフォルダー内の表示に切り替わります。 

 

●ショートカットの名前の変更 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、ショートカット欄内で右ボタンをクリックして表示されるポップアップメニューから｢名

前の変更｣を選択します。 

2 ｢名前の変更｣ダイアログボックスが表示されます。変更後の名前を入力し、[ＯＫ]をクリックすると、ショートカットの名前

の変更が行われます。    

 

●ショートカットの削除 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、ショートカット欄内で右ボタンをクリックして表示されるポップアップメニューから｢削

除｣を選択します。ショートカットが削除されます。 

 
●すべて選択 

1 プルダウンメニュー[編集]内の[すべて選択]をクリックします。 

2 現在表示中のフォルダー内のすべてのファイルが選択されます。  
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●選択の切り替え 

1 プルダウンメニュー[編集]内の[選択の切り替え]をクリック

します。 

2 現在選択中のファイル以外のフォルダー内のファイルが選択

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finderの設定メニュー 
   
プルダウンメニュー[設定]内の機能は以下の通りです。 

 

● イメージアイコンの設定を行う 

｢BV Finder｣ダイアログボックス上で、表示するイメージアイコンの各種設定を行います。 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[設

定]内の[イメージアイコン]をクリックします。 

｢イメージアイコン｣ダイアログボックスが表示されます。 

2 各種の設定を行います。 

｢イメージアイコンファイルを作成する｣チェックマークをオ

ンにすると、イメージアイコンを表示する際にファイルを作

成し、表示の高速化を行います。初期状態はオンです。 

｢色｣、｢サイズ｣は、いずれかのラジオボタンをクリックして

選択します。初期状態は、色＝フルカラー、サイズ＝大です。 

｢ラスター(TIFF/CG4)ファイル｣、｢BVF とその他のファイル｣

のチェックマークをオンにすると、イメージアイコンの濃度

の設定を行うことができます。 

ドロップダウンリストの中から｢５｣を選択すると通常の値で、

｢５｣より大きい値を設定するとイメージアイコンは薄く(明

るく)、｢５｣より大きい値を設定すると濃く表示されます。 

3 [ＯＫ]をクリックすると、｢イメージアイコン｣ダイアログボッ

クスが閉じます。 

イメージアイコンの各種設定を変更した場合は、メニューバ

ー[表示]内の[イメージアイコン再作成]を必ずクリックしま

す。設定に基づき、イメージアイコンの再表示が行われます。 
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● イメージ作成時の上限値を設定する 

｢BV Finder｣ダイアログボックス上で、イメージ作成時のファイルサイズ上限値を設定することができます。 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[設

定]内の[イメージ作成設定]をクリックします。 

｢イメージ作成設定｣ダイアログボックスが表示されます。 

2 各種ファイルの｢イメージを作成する｣チェックマークをオン

にすると、イメージを表示する際にファイルを作成し、表示

の高速化を行います。初期状態はオンです。 

｢その他のファイル｣は、SXF、DWG、JWW、BVF 以外のファイル

が対象となります。 

｢イメージを作成する限界サイズ｣の入力欄内には、イメージ

を作成する際の限界のサイズを KB 単位で入力します。 

初期値は 1024KB です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜イメージアイコン・ファイルについて＞ 

イメージアイコン・ファイルは、各図面やファイルのイメージアイコンを１つのファイルに保存しておくもので、次回表示する際

にこのファイルを読み込むことで、イメージアイコンの表示を高速化することができます。 

特に DXF、DWG、BMP、JPG、TIF、CG4、SFC、SFZ、P21、P2Z など読み込みに時間のかかるファイルでも、一度作成すれば次回から

イメージアイコン・ファイルを読み込むため、高速に表示されます。 

イメージアイコン・ファイルは、各フォルダーごとに 

｢!BVThumbNail.BVX」というファイル名で作成されます。 

｢BV Finder｣ダイアログボックス内のメニュー[設定]－ 

[イメージアイコン]を選択し、ダイアログボックスで｢イメージアイコンファイルを作成する｣チェックマークがオンの場合、イメ

ージアイコン・ファイルが作成されます。初期状態では、チェックマークはオンです。 

チェックマークをオフにすると、それ以降、イメージアイコン・ファイルを作成しなくなります。 

すでに作成したイメージアイコン・ファイルが存在しても無視されます。 

イメージアイコン作成中に表示されるダイアログボックス内の[中止]ボタンをクリックすると､イメージアイコンの作成処理を中

止します。同じフォルダーを再度開くと、中止したイメージアイコンのファイルから表示を再開します。 

この[中止]ボタンは、そのとき処理中のファイルが表示を終えない限り、中止できません。 

極端にデータ容量が大きい DWG、DXF、JPG、BMP、TIF、CG4、SFC、P21などがある場合は、そのファイルの処理が終了するまでは、

中止、スクロール、プロパティの処理は実行されません。 
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● 開くファイルのタイプを選択する 

｢BV Finder｣ダイアログボックス上で、読み込むファイルの種類を選択することができます。 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニュー[設

定]内の[表示ファイルタイプ設定]をクリックします。｢表示

ファイルタイプ設定｣ダイアログボックスが表示されます。 

2 いずれかのチェックマークをオンにすると読み込むファイル

が選択されます。 

TIFF をラスターとして開く 

｢TIFF をラスターとして開く」チェックマークをオンにすると、

カラーラスターはカラーラスターで読み込みます。 

オフの場合は BMP 形式で読み込みます。カラーラスターオプ

ションのインストールされている BV FILE でのみ、行えます。 

BMP・JPG・PNG をラスターとして開く 

｢BMP・JPG・PNG をラスターとして開く」チェックマークをオ

ンにすると、BMP、JPG、PNG をカラーラスターで読み込みます。 

オフの場合は BMP、JPG、PNG 形式で読み込みます。カラーラ

スターオプションのインストールされている BV FILE でのみ、

行えます。 

XLS・XLSX を文字要素として開く 

｢XLS・XLSX を文字要素として開く」チェックマークをオンに

すると、エクセルデータを CAD データの直線・文字などの要

素として読み込みます。オフの場合は、ＯＬＥとして貼りこ

まれます。 

全選択／全解除 

表示中の項目すべてのチェックマークをオン、またはオフに

します。 

図面ファイル選択 

図面ファイルのみ選択します。 

BV ファイル選択 

BV ファイルのみ選択します。 

3 [ＯＫ]をクリックすると、選択した種類のファイルのみが、｢BV 

Finder｣ダイアログボックス内に表示されます。 

 

 

 

● 読込みパスワードを設定する 

｢BV Finder｣ダイアログボックス上で、読み込むファイルにパスワードを設定することができます。 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、プルダウンメニューの[設 

定]をクリックし、[パスワード]をクリックします。 

｢読込みパスワードの設定｣ダイアログボックスが表示されま

す。 

2 パスワードを入力し、[ＯＫ]をクリックします。 
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ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finderのツールバーメニュー 
｢BV Finder｣ダイアログボックス内のツールバーメニューには、以下の各種メニューがあり、それぞれ各種の処理を実

行することができます。 

 

 

 

 

 

    ①      ②         ③ 
 

       

 

① 戻る・進む・上へ・最新の情報に更新・フォルダーの作成・ショートカットの作成 
 

 戻る １つ前に表示していたフォルダーに戻ります。    

 進む 戻る前のフォルダーに進みます。     

 上へ 一つ上のフォルダーに進みます。     

 最新の情報に更新 フォルダー内の情報を、最新のものに更新します([表示]－[最新の情報に更新])。 

  また、F5 キーを押しても、同様の処理が行えます。   

 フォルダーの作成 新しいフォルダーを作成します([編集]－[フォルダーの作成])。  

 ショートカットの作成 ショートカットを作成します([編集]－[ショートカットの作成])。 

     

② 大きいアイコン／小さいアイコン／一覧／詳細／イメージアイコン(大)／イメージアイコン(中)／イメージアイコン(小) 
 

  大きいアイコン ファイル名と大きいアイコンが表示されます([表示]－[大きいアイコン])。 

  小さいアイコン ファイル名と小さいアイコンが表示されます([表示]－[小さいアイコン])。 

  一覧 ファイル名が表示されます([表示]－[一覧])。 

  詳細 ファイルの各情報(ファイル名、図面名、サイズ、作成日時、更新日時、タイプ、 

  タイトル、タイトル(ﾌﾘｶﾞﾅ)、サブタイトル、サブタイトル(ﾌﾘｶﾞﾅ)、作成者、作成 

  者(ﾌﾘｶﾞﾅ))が表示されます([表示]－[詳細])。 

  イメージアイコン(特大) 図面ファイルおよび各種ファイルが、一番大きいサイズでイメージ表示されます

  ([表示]－[イメージアイコン特大])。 

  イメージアイコン(大) 図面ファイルおよび各種ファイルが、大きいサイズでイメージ表示されます([表

  示]－[イメージアイコン大])。 

  イメージアイコン(中) 図面ファイルおよび各種ファイルが、中くらいのサイズでイメージ表示されます

  ([表示]－[イメージアイコン中])。 

  イメージアイコン(小) 図面ファイルおよび各種ファイルが、一番小さいサイズでイメージ表示されます

  ([表示]－[イメージアイコン小])。 

 

③ 表示ファイルタイプの表示切り替えと設定 
 

  表示ファイルタイプ(BVF･BVFZ) BVF、BVFZ ファイルの表示/非表示を切り替えます。    

  表示ファイルタイプ(SXF) SFC, P21, SFZ, P2Z ファイルの表示/非表示を切り替えます。   

  表示ファイルタイプ(DXF･DWG) DXF, DWG ファイルの表示/非表示を切り替えます。    

  表示ファイルタイプ(JWC･JWW) JWC, JWW ファイルの表示/非表示を切り替えます。   

  表示ファイルタイプ(全選択) 全ての表示ファイルタイプボタンを選択します。    

  表示ファイルタイプ(全解除) 全ての表示ファイルタイプボタンを解除します。    

  表示ファイルタイプ設定 開くファイルのタイプを選択します([設定]－[表示ファイルタイプ設定])。 
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■フォルダーの階層構造内フォル 

 ダー名の上で右クリック 

  

 

  

 

■ファイル・フォルダーの一覧 

 表示 図面ファイル／フォル 

 ダー名の上で右クリック 

  

■ファイル・フォルダーの一覧  

 表示図面ファイル／フォルダー 

 名の表示されていないところで 

 右クリック 

 

  

■履歴ファイル・フォルダーの 

 一覧表示図面ファイル／フォ 

 ルダー名の上で右クリック 

 

■履歴ファイル・フォルダーの 

 一覧表示図面ファイル／フォ  

 ルダー名の表示されていない  

 ところで右クリック 

 

 

ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finder上でポップアップメニューから各種の操作を行う 
｢BV Finder｣ダイアログボックス内の、フォルダーの階層構造や、選択したフォルダー内のファイルやフォルダーの一
覧表示内でマウスの右ボタンをクリックすることにより、ファイル操作を行うためのポップアップメニューが表示さ
れます。ポップアップメニュー内には、クリックした項目に対してよく使う機能が登録されています。マウスを右ク
リックした位置により、次のように表示されるポップアップメニューは異なります。 

 ▼[選択]タブ      ▼[検索]タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 ▼[履歴]タブ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■検索ファイル・フォルダーの 

 一覧表示 図面ファイル／フォ 

 ルダー名の上で右クリック 

 

■検索ファイル・フォルダーの 

 一覧表示 図面ファイル／フォ 

 ルダー名の表示されていない 

 ところで右クリック 
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＜検索条件の入力＞ 

｢ファイル名｣には、検索するファイル名を入力し、｢検索キー｣

には、検索する図面ﾌｧｲﾙ(BVF)の項目文字列を入力します。 

また、シンボルファイルの場合は、｢検索キー」にシンボル名

を入力して検索することもできます。 

｢ファイル名｣には、*、? のワイルドカードが使用できます。 

｢検索キー｣は、図面情報に含む文字列を検索します。 

｢*.*｣と入力した場合には、保存してあるファイルが、すべて検

索されます。 

｢作成年月日｣には、検索するファイルを作成した日付を入力し

ます。｢更新年月日｣には、検索するファイルを更新した日付を

入力します。どちらの日付もチェックマークをオンにすると、

検索条件として有効となります。 

｢サブフォルダーを含む｣チェックマークをオンにすると、現在

開いているフォルダーの下のすべてのサブフォルダーも検索

対象となります。 

｢ＡＮＤ｣チェックマークをオンにすると、すべての｢検索キー｣

が含まれる文字列を検索します。 

｢全文検索｣チェックマークをオンにすると、図面データの文字

要素を検索します。 

 

ファイル(F)→ 開く(O) 

 BV Finder上で保存してあるファイルを検索する 
｢BV Finder｣ダイアログボックスで、保存してある各種ファイル(BVF、BVFZ、BVR、BVS、BVP、JWC、JWW、JWK、DAT、

DWG、DXF、SFC、SFZ、P21、P2Z、BMP、JPG、PNG、TIF、CG4、DOC、XLS、PPT、PDF、P21、BVX、Stretch)を検索します。 

BVX はイメージアイコンファイルで、検索して削除することにより、ディスクの容量を確保することができます。 

 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで[検索]タブをクリックしま

す。ファイル検索用のダイアログボックスが表示されます。 

2 ｢パス名｣には、現在開いているフォルダーのパスが表示され

ます。 

｢検索｣ダイアログボックスは、左側のディレクトリーツリー

表示と、右側の検索結果の一覧表示に分かれています。 

3 検索するファイル名、検索文字列などを入力します。 

4 [検索開始]をクリックすると、入力した検索条件で検索処理が

行われます。 

検索条件に合致するファイルが右側の一覧表示内に表示され

ます。 

5 いずれかのファイルをクリックし、[開く]をクリックします。 

図面ファイル登録時に読込パスワードおよび書込パスワード

を設定してある場合は、パスワード入力用のダイアログボッ

クスが表示されます。 

正しいパスワードを入力し、[ＯＫ]をクリックしてください。 

 

また、同じファイルをネットワーク上で複数のユーザーが編

集しようとした場合、他のコンピュータで編集中であるメッ

セージが表示されます。読み込み専用で開いてよければ、[Ｏ

Ｋ]をクリックします。製図画面上に指定した図面が読み込ま

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ファイル(F)→ 開く(O) 

 最近開いたファイルを表示する 
｢BV Finder｣ダイアログボックスで、最近使ったファイルの一覧を表示します。 

最近開いたファイルは、[ファイル]プルダウンメニュー内にも表示されます。 

 

1 ｢BV Finder｣ダイアログボックスで、[履歴]タブをクリックし

ます。 

ファイルの最大表示数は 10 ファイルです。 

最近開いたファイルが一覧表示されます。 

2 [開く]をマウスでクリック、またはファイルをダブルクリック

します。製図画面上に指定した図面が読み込まれます。 
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３ 図面を閉じる、保存する 
 

 

 

 

ここでは、図面を保存する方法、ＣＡＤシステムの終了方法などについて説明します。 

 

ファイル(F) → 閉じる(C) 

 図面を閉じる 
ＣＡＤシステムを終了せずに作図中の図面を閉じます。 

1 本コマンドを起動すると、作図中の図面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル(F) → 上書き保存(S) 

 同じ名前で保存する 
作図中の図面を、設定されているファイル名、保存場所、およびファイル形式で保存します。 

1 本コマンドを起動すると、保存が実行されます。 

・ ファイル名、保存場所等が設定されていない図面は、ファイル名等の設定を要求してきます。 

・ 圧縮ファイルを読み込んで上書き保存する場合、そのまま圧縮して保存します。 

・ 下位バージョンのファイルを開いて上書き保存する際に、レイヤ依存と複数印刷範囲(BV9以前)、Z 座標(BV12 以前)が設定

されている場合には、メッセージが表示されます。 
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ファイル(F) → 名前を付けて保存(A) 

 作成した図面に名前を付けて保存する 
作図中の図面を、指定したファイル名、保存場所、ファイル形式、および図面情報で保存します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [ファイル１](－[図面登録]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [ファイル１](－[図面登録])  

1 本コマンドを起動すると、｢名前を付けて保存｣ダイアログボ

ックスが表示されます。 

ショートカットボタン 

｢名前を付けて保存｣ダイアログボックス左側のショートカッ

トボタン(  )をクリックすると、｢ショートカット選択｣

ダイアログボックスが表示され、一覧内からいずれかのショ

ートカット名を選択して[OK]をクリックすると、選択したシ

ョートカットへ表示が切り替わります。 

設定ボタン 

｢名前を付けて保存｣ダイアログボックス左側の設定ボタン

(  )をクリックすると、｢BVF 変換テーブル設定｣ダイアロ

グボックスが表示されます。詳しい操作は、本マニュアル[フ

ァイル]－[外部入出力設定]内の、[BVF 変換テーブル設定]の

説明を参照ください。 

2 ファイル名、ファイルの種類、保存先、ファイル形式を指定

します。 

｢保存する場所｣ボックスの下向き矢印ボタンをマウスでクリ

ックし、ドロップダウンリストからドライブをマウスでクリ

ックします。 

フォルダー（ディレクトリ）とファイル名の一覧表示された

ボックスより、保存するフォルダー（ディレクトリ）をマウ

スでダブルクリックします。 

｢ファイル名｣ボックスにファイル名を入力します。 

ファイルの種類 

ドロップダウンリストよりいずれかのファイル種類を選択し

ます。「BVFZ」を選択すると、BVF ファイルを ZIP 形式で圧縮

して保存します(BV14 以降)。 

ファイル形式 

ドロップダウンリストよりいずれかのファイル形式(BVF)を

選択します。以前のバージョンのファイル形式を選択すると

赤い文字で注意事項が表示されます。各ファイル形式の制限

については「●ファイル形式について」を参照ください。 

圧縮 

｢圧縮｣チェックマークをオンにすると、各ファイルを圧縮形

式で保存します。 

イメージ表示 

いずれかをドロップダウンリストより選択します。 

(｢●イメージ表示用の情報の表示カラー指定について｣参照) 

3 [基本設定]タブ 

｢名前を付けて保存｣ダイアログボックス下部の｢基本設定｣タ

ブをクリックして、各種の設定を行います。 
PDF 同時出力（オプション） 

図面を PDF ファイルに変換して出力します。 

｢PDF 同時出力｣チェックマークをクリックすると、同時出力が

実行されるようになります(初期値はオフ)。 
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出力用紙サイズに合わせて倍率を変更する 

｢出力用紙サイズに合わせて倍率を変更する｣チェックマーク

をオンにすると、ドロップダウンリストより選択した用紙サ

イズに合わせて倍率を変更して出力します。 

印刷範囲を適用する 

｢印刷範囲を適用する｣チェックマークをオンにすると、設定

された印刷範囲を適用して指定した用紙サイズへ出力が行わ

れます。この設定を有効にすると、｢出力用紙サイズに合わせ

て倍率を変更する｣の設定は無効になります。 

パスワード他 

[パスワード他]をクリックすると、｢パスワード他｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

読み込みパスワードの[入力]にパスワードを入力します。 

次に[確認]にもう一度パスワードを入力します。 

同様にして[書込みパスワード]、[印刷パスワード]を入力す

ることができます。 

表示シート登録 
｢表示シート登録｣チェックマークをオンにすると、表示シー

ト全体の図面データを保存します。ただし、属性の親子関係

が表示シート／非表示シートにまたがって設定されている場

合、表示シート登録を実行することによって、親子関係は解

除されますので、ご注意ください。 

電子納品ファイル名設定なび 

｢電子納品ファイル名設定なび｣チェックマークをオンにする

と、電子納品用のファイル名を補助するようになります。省

庁選択、ライフサイクル、整理番号、工種名、図面種類をド

ロップダウンリストから選択し、図面番号、改訂履歴は入力

欄内に入力します。 

 

4 [図面情報設定]タブ 

｢名前を付けて保存｣ダイアログボックス下部の｢図面情報設

定｣タブをクリックして、各種の設定を行います。 

｢タイトル｣～｢作成者(ﾌﾘｶﾞﾅ)｣ボックスには、各種情報を入力

します。必要なければ入力を行わなくても結構です。また、

各項目名欄をクリックし項目名を修正･変更することもでき

ます。 

追加数 

｢追加数｣入力欄内に追加する項目の数を入力します。初期値

は 3 です。 

項目の追加 

[追加]をクリックすると、｢項目の追加｣ダイアログボックス

が表示されます。 

｢項目名｣、｢内容｣入力欄内にそれぞれ入力し、[ＯＫ]をクリ

ックすると、項目を追加し｢図面情報設定｣ダイアログボック

スに戻ります。 

項目の編集 

[編集]をクリックすると、｢項目の編集｣ダイアログボックス

が表示されます。 

｢項目名｣、｢内容｣入力欄内にそれぞれ入力し、[ＯＫ]をクリ

ックすると、項目を追加し｢図面情報設定｣ダイアログボック

スに戻ります。 

項目の削除／全て削除 

削除したい項目を選択し、[削除]をクリックすると、削除さ

れます。 
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  [全て削除]をクリックすると、追加した項目すべてを一括削除します。 

 

5 [保存]をマウスでクリックすると、保存が実行されます。 

・圧縮形式を選択した場合、正常に圧縮処理ができない場合には次のメッセージが表示されます。『図面登録時、ファイルの

圧縮に失敗しました もう一度保存するか、非圧縮で保存しなおしてください（ 501 ）』 

・点群要素は、Ver.18以前のBVF保存の対象外となります。 

Ver.19のBVFファイルを保存すると、点群の内容は拡張子npdの別ファイルとして保存されます。 

  

解 説：図面保存の各種設定について 
｢名前を付けて保存｣ダイアログボックスの各種設定内容について説明します。 

 

● ファイル形式について 

Ｖｅｒ 19.0 ：本ＣＡＤシステム(Ver19.0)のファイル形式です。 

Ｖｅｒ 19.0 (圧縮) ：本ＣＡＤシステム(Ver19.0)のファイル形式を圧縮して登録します。 

Ｖｅｒ 18.0 ～ Ｖｅｒ 8.5  

 ：本ＣＡＤシステム旧バージョン(Ver18.0～Ver8.5)のファイル形式です。 

Ｖｅｒ 18.0 (圧縮) ～ Ｖｅｒ 8.5 (圧縮) 

 ：本ＣＡＤシステム旧バージョン(Ver18.0～Ver8.5)のファイル形式を圧縮して登録します。 

ＢＶ－Ｘ ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver8.0)ファイル形式です。 

ＢＶ－Ｘ(圧縮) ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver8.0)ファイル形式を圧縮して登録します。 

ＢＶ－Ｏ ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver7.X)のファイル形式です。 

ＢＶ－Ｏ(圧縮) ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver7.X)のファイル形式を圧縮して登録します。 

ＢＶ－Ｌ ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver6)ファイル形式です。 

ＢＶ－Ｌ(圧縮) ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver6)ファイル形式を圧縮して登録します。 

ＢＶ－Ｊ ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver5.5)ファイル形式です。 

ＢＶ－Ｊ(圧縮) ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver5.5)ファイル形式を圧縮して登録します。 

ＢＶ－Ｇ ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver5)ファイル形式です。 

ＢＶ－Ｇ(圧縮) ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver5)ファイル形式を圧縮して登録します。 

ＢＶ－Ｅ ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver4)のファイル形式です。 

ＢＶ－Ｅ(圧縮) ：本ＣＡＤシステムの旧バージョン(Ver4)のファイル形式を圧縮して登録します。 

ＢＶ－Ｃ ：旧ＣＡＤシステム(Ver3)の互換用ファイル形式です。 

ＢＶ－Ｃ(圧縮) ：旧ＣＡＤシステム(Ver3)の互換用ファイル形式を圧縮して登録します。 

 
 
● イメージ表示用の情報の表示カラー指定について 

カラー 

保存した図面を読み込む際の｢BV Finder｣ダイアログボックスで表示を[イメージアイコン]で行った場合、カラーでイ

メージが表示されます。 

モノクロ指定で保存したファイルよりサイズが大きくなります。 

モノクロ 

保存した図面を読み込む際の｢BV Finder｣ダイアログボックスで表示を[イメージアイコン]で行った場合、モノクロで

イメージが表示されます。 

カラー指定で保存したファイルよりサイズが小さくなります。 

なし 

保存した図面を読み込む際の｢BV Finder｣ダイアログボックスで表示を[イメージアイコン]で行った場合、なにもイメ

ージを表示しません。モノクロ指定で保存したファイルよりサイズが小さくなります。 

・Ver.5.5のアシスト図面を利用して図面を作成すると、｢名前を付けて保存｣ダイアログボックスのイメージの設定は必ず  

” カラー” になります。 

・上書き保存時 

開いている図面のイメージ設定がカラーになっている場合は｢名前を付けて保存｣ダイアログボックスではイメージは必ずカラ

ーになります。 

・名前を付けて保存時 

イメージがモノクロ・なしの設定であっても初期値のカラーになります。 
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● Ver18.0として登録する時の制限 

点群要素が破棄されます。 

印刷設定の印刷しないレイヤが破棄されます。 

 

● Ver17.0として登録する時の制限 

3D メッシュ要素が TIN 要素に変換されます。 

垂線寸法が直線寸法に変換されます。各シートの目盛設定が破棄されます。 

 

● Ver16.0として登録する時の制限 

テキストボックス要素が文字・折れ線・塗図形に分解されます。 

 

● Ver15.0として登録する時の制限 

｢寸法設定｣ダイアログボックスの｢寸法値｣タブにある表示桁｢整数十の位｣｢整数百の位｣｢整数千の位｣が｢少数 0 桁｣に

変換されます。 

図面表題欄のその他４～１０の値が破棄されます。図面表題欄のその他１～１０の項目名が破棄されます。 

TIN 要素がグループ図形に変換されます。 

 

● Ver14.0として登録する時の制限 

印刷設定のレイヤ単位の線種、線幅設定が破棄されます。 

ラスター、表要素、伸縮図形に設定したマクロ属性が破棄されます。 

塗図形、BMP、JPG に設定したマクロ属性のデータ種類「URL」が「未設定」に変換されます。 

 

● Ver13.0として登録する時の制限 

印刷のページ指定が破棄されます。 

 

● Ver12.0として登録する時の制限 

要素の Z 座標が破棄されます。寸法線設定の表示桁丸め設定が破棄されます。 

文字設定のフリー文字幅が破棄されます。 

 

● Ver11.0として登録する時の制限 

印刷設定の印刷範囲設定が破棄されます。演算設定の表示桁丸め設定が破棄されます。 

 

● Ver10.0として登録する時の制限 

対象シートと縮尺・回転角度が異なるサーチシートが表示シートに変換されます。 

 

● Ver9.5として登録する時の制限 

印刷設定のレイヤ単位色設定が破棄されます。 

 

● Ver9.0として登録する時の制限 

表、伸縮図形は属性図形に変換されます。レイヤ依存情報は個別の線情報に変換されます。 

レイヤ設定は破棄されます。印刷範囲の追加情報は破棄されます。 

 

● Ver8.5として登録する時の制限 

｢寸法設定｣ダイアログボックスの[寸法１]タブにある、角度記号の設定内容が破棄されます。 

｢寸法設定｣ダイアログボックスの[寸法２]タブにある、線幅の設定内容が破棄されます。 

塗図形の塗色を設定するペンコントロールパネルのカレントペンを使用する項目のチェックボックスの内容が破棄さ

れます。面積の単位を「ｈａ」に設定していた場合、破棄されます。 
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● ＢＶ－Ｘとして登録する時の制限 

Ｖｅｒ９．０に最適化された情報が破棄されます。 

 

● ＢＶ－Ｏとして登録する時の制限 

印刷ペン設定ダイアログにある適用対象指定ボタンを押して表示されたダイアログにあるチェックボックスの内容が

破棄されます。 

 

● ＢＶ－Ｌとして登録する時の制限 

ターゲット属性にグループが設定されていると属性セット直下のターゲットになります。文字属性も同様です。 

既定義シンボル要素およびラスター要素の図形名は登録されません。 

 

● ＢＶ－Ｊとして登録する時の制限 

BV-J のファイルに書き出すときは、表示順の情報が破棄されます。 

 
 

● ＢＶ－Ｇとして登録する時の制限 

BV-G のファイルに書き出すときは、属性情報は BV-G 版の属性情報として書き込みます。 

表示順の情報が破棄されます。 

 

要素別の分類 

直線、円、円弧、楕円、楕円弧、文字、塗図形、bmp、OLE、ラスター、ダミー点はそのままとします。 

 Ver19.0 →  BV-G 

 新属性情報 →  BV-G 版旧属性情報 

 イメージデータ →  傾きは 0 度固定になる 

 グラデーションイメージデータ  → イメージデータ 

 

● ＢＶ－Ｅとして登録する時の制限 

BV-E のファイルに書き出すときは新しく追加した要素を直線、円、文字などに分解したものを書き込みます。 

グループ図形はユーザー属性として、各寸法は各寸法属性として書き込みます。 

表示順(素示順)の情報が破棄されます。 

 

要素別の分類 

直線、円、円弧、楕円、楕円弧、文字、塗図形、bmp、OLE はそのままとします。 

  Ver19.0    →  BV-E 

  塗りハッチングの透過モード → ベタ塗り 

  表題欄情報   →  情報なし 

  レイヤコメント   →  レイヤコメントは削除される 

  参照図面    →  参照図面は削除される 

  新属性情報   →  BV-E 版旧属性情報 

 

● ＢＶ－Ｃとして登録する時の制限 

BV-C のファイルに書き出すときは新しく追加した要素を直線、円、文字などに分解したものを書き込みます。 

グループ図形はユーザー属性として、各寸法は各寸法属性として書き込みます。 

表示順(素示順)の情報が破棄されます。 

 

要素別の分類 

直線、円、円弧、楕円、楕円弧、文字、塗図形、bmp、OLE、ラスター、ダミー点はそのままとします。 

  Ver19.0    →  BV-C 

  新属性図形   →  旧属性図形 

  新グループ図形   →  旧属性図形の属性値なし 

  新寸法線    →  旧寸法線 

  新ハッチンググループ図形  → 旧属性図形グループ 

  新グループ図形   →  旧属性図形グループ 
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  新ハッチング   →  旧属性図形グループ 

  新実点    →  ダミー点 

  折線    →  直線 

  スプライン   →  旧スプライン 

  円弧上配置文字   →  文字 

  塗りハッチングの透過モード → ベタ塗り 

  表題欄情報   →  情報なし 

  レイヤコメント   →  レイヤコメントは削除される 

  参照図面    →  参照図面は削除される 

 

保存時の警告 

既存図面を変更後にファイルタイプを変更すると、注意のメッセージが表示されます。 

ＢＶ－Ｃ以前の旧データ形式の既存図面を変更した場合も同様です。 

  
 

 

ファイル(F) → <アプリケーション名の>終了(X) 

 ＣＡＤシステムを終了する 
ＣＡＤシステムを終了します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [ファイル１](－[CAD終了]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [ファイル１](－[CAD 終了]) 

1 本コマンドを起動すると、ログインしたユーザー名で、現在のメニュー表示状態、ウィンドウのサイズ等を保存し、ＣＡＤシ

ステムを終了します。 

2 次回、同じユーザー名でログインすると、保存された環境でＣＡＤシステムを起動します。 
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４ システム設定を行う  
 

   

 

 

 

ツール(T)→ システム設定  起動・フォルダー・ログ 

 起動・フォルダー・ログの設定を行う 
万が一、電源が落ちた場合などのために、図面データを保護するために定期的に非常登録します。その時間を分単位

で設定し、保存するフォルダーを指定します。時間を｢なし｣に設定すると、非常登録は行われません。 

また、各種処理を行う際、一時的にデータを保存する作業用フォルダーの指定を行うことができます。 

さらに、BVF(BV-C)、BVS(BV-C)、BVP(BV-C)を読み込んだ際のログファイル(線種・線色・線幅の各名称が自動変更さ

れたもの)の出力設定や、バックアップファイル設定を行うことができます。 

 

1 本コマンドを起動、または｢システム設定｣ダイアログボック

スで｢起動・フォルダー・ログ｣タブをクリックすると、｢シス

テム設定(起動・フォルダー・ログ)｣ダイアログボックスが

表示されますので、各種設定を行います。 

 

起動時の設定 

｢簡易排他制御｣チェックマークをクリックすると、簡易排他

制御が設定されます。その図面ファイルをネットワーク上で

複数のユーザーが編集しようとした場合、他のコンピュータ

で編集中であるメッセージが表示されます。読込み専用で開

いてよければ、[ＯＫ]をクリックします。 

 

｢起動ダイアログを表示する｣チェックマークをオンにすると、

｢起動設定｣ダイアログボックスが起動時に表示されます。 

｢他のプログラムからの印刷を行う」チェックマークをオンに

すると、エクスプローラーの右クリックの印刷が使用可能に

なります。 

 

非常登録・フォルダー・ログ 

非常登録の時間の▼をクリックし、ドロップダウンリストよ

り時間を選択します。｢なし｣に設定すると、非常登録を実行

しません。｢非常登録するフォルダー｣のテキストボックス内

をマウスでクリックし、パス名を入力します。また、[参照]

をクリックし、｢フォルダーの参照｣ダイアログボックスから

フォルダーを選択してパスを表示させることもできます。 

｢作業用フォルダー｣のテキストボックス内をマウスでクリッ

クし、パス名を入力します。また、[参照]をクリックし｢フォ

ルダーの参照｣ダイアログボックスからフォルダーを選択し

てパスを表示させることもできます。 

｢読み込みログファイルを出力する｣チェックマークをオンに

すると、ログファイル(線種・線色・線幅の各名称が自動変更

されたもの)を出力します。ログファイルは、ファイル名が

BVCLOG.TXT で、作業用フォルダー内に出力されます。 

｢操作ログファイルを出力する｣チェックマークをオンにする

と、作業フォルダーに、CAD 起動～終了までの操作ログが出力

されます。ファイル名は BVOPELOG.TXT でログ内容は ”時

間”+"メニューID 名"+"Seen 番号”です。初期状態はオフで

す。 

 

 

 非常登録は、15分に設定されている場合、15分以上同じ操作(コ

マンド)を実行した後に別の操作（コマンド）に切り替わった時

に非常登録されます。同じ操作を 15分以上続けていても非常登

録はされませんのでご注意ください。 
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  バックアップファイル 

｢保存時にバックアップファイルを作成する｣をオンにした場

合、図面を上書き保存する際に、編集前の図面を同じパスま

たは、指定したパス内にバックアップファイルを保存するこ

とができます。間違って上書き保存した場合はこのファイル

より戻す事ができます。 

図面ファイル名の入力方法の選択が可能となりますので、い

ずれかのラジオボタンをクリックして選択してください。 

｢図面ファイル＋拡張子(BAK)｣で選択した場合、図面ファイル

名に拡張子｢.BAK｣が付加されます。 

｢パス指定｣を選択した場合、[参照]をクリックすると｢バック

アップファイル名設定｣ダイアログボックスが表示されます

ので、ファイル名の指定を行います。設定後は、パスが｢シス

テム設定(起動・フォルダー・ログ)｣ダイアログボックス内

に表示されます。変更する場合は、[設定]をクリックしてパ

スを指定してください。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 すべての設定が終了したら、[ＯＫ]をクリックします。現在設定した変更内容を有効にし、製図画面に戻ります。 

・ 編集中に非常登録を行う 

日本語メニューツールボックス内のいずれかのメニューをクリックし、編集を行っている時に Shift＋左クリックを押すと、

非常登録を行います。非常登録の対象は変更されているすべての図面となります。 

 

 

 

ツール(T)→ システム設定  印刷・メニュー 

 印刷・メニューの設定を行う 
 

印刷実行時の各種設定、および用紙を垂直水平の基準とするメニューの選択を行います。 

 

1 本コマンドを起動、または｢システム設定｣ダイアログボック

スで｢印刷・メニュー｣タブをクリックすると、｢システム設定

(印刷・メニュー)｣ダイアログボックスが表示されますので、

各種設定を行います。 

 

 

印刷設定 

｢図面ごとの設定を無効にする｣チェックマークをオンにする

と、出力範囲の原点および倍率の設定を、図面ごとではなく、

このダイアログボックス上で設定したものにします。(初期状

態はオフです） 

｢出力範囲の原点｣を、｢センタリング｣、｢左下｣のいずれかの

ラジオボタンをクリックして選択します。｢左下｣を選択した

場合は、製図範囲の左下端からの距離をテキストボックス内

に原寸で入力します。 

｢出力範囲の倍率｣を、｢等倍｣、｢自動｣、｢倍率指定｣のいずれ

かのラジオボタンをクリックして選択します。 

｢等倍｣は、設定した出力範囲の大きさで、｢自動｣は用紙全体

が印刷範囲に指定されます。 

｢倍率指定｣の場合は倍率をテキストボックス内に入力します。 
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用紙を垂直水平の基準とするメニュー 

各種の作図処理には、垂直・水平方向の座標を用紙（角度な

し）にする設定が可能です。チェックマークをオンにすると、

その処理は用紙を垂直・水平の基準とします。 

[全選択]／[全解除] 

表示中の項目すべてのチェックマークをオン、またはオフに

します。 

サブメニューの入力単位 

サブメニューの入力単位を設定することができます。初期状

態はｍｍです。この設定値はシステム終了後も維持されます。 

 

複写・移動・反転・回転 

設定を毎回リセットする 

｢設定を毎回リセットする」チェックマークをオンにすると、 

・複写の倍率、傾き、連続 

・移動の倍率、傾き 

・反転の垂直軸、水平軸、対象線（寸法値反転ＯＮ／ＯＦＦ） 

 の項目が１度処理を実行するたびに初期化されます。反転

の軸の設定は垂直軸に設定されます。 

前回値をリセットする 

｢前回値をリセットする｣チェックマークをオンにすると、移

動・複写・反転・回転処理で倍率、傾きを入力した場合、前

回値をクリアします。 

・「前回値をリセットする」がオンの場合、「設定を毎回リ

セット」を選択することはできません。 

 

寸法線 

新規ダイアログの前回値を保持する 

｢新規ダイアログの前回値を保持する」チェックマークをオン

にすると、寸法を新規に作図する際に表示されるダイアログ

の前回値を保持します。 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 すべての設定が終了したら、[ＯＫ]をクリックします。現在

設定した変更内容を有効にし、製図画面に戻ります。 
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ツール(T)→ システム設定 サーチ 

 サーチの設定を行う 
各種作図コマンドの共通する設定を一括して行うことができます。 

1 本コマンドを起動、または｢システム設定｣ダイアログボック

スで｢サーチ｣タブをクリックすると、｢システム設定(サー

チ)｣ダイアログボックスが表示されます。 

各種設定を行います。 

サーチ半径 

サーチ半径をいずれかのラジオボタンをクリックして選択し

ます。 

起動時の画面サイズに合わせて自動設定 

｢起動時の画面サイズに合わせて自動設定｣を選択すると、本

システムが起動したときの｢ディスプレイ解像度の横方向／

80｣がサーチ範囲となります。 

手動設定 

｢手動設定｣を選択し｢ドット｣入力欄内にドット数を入力する

と、マウスでウィンドウ内のデータ（直線・円弧・文字・点

等）をサーチする範囲が設定されます。 

サーチ設定 

対象シートと異なる設定のシートを、サーチシートとして使

用可能にする 

｢対象シートと異なる設定のシートを、サーチシートとして使

用可能にする｣チェックマークをオンにすると、対象シートと

縮尺・回転角度が異なるシートも、サーチシートとして使用

可能にします(初期状態はオフです)。ただし、縦横異縮尺の

シートは例外とします。 

サーチ表示の点滅時間 

｢サーチ表示の点滅時間｣のテキストボックスをクリックし、

入力します。データをサーチしたときに赤表示する時間を設

定します。数値が大きいほど長い時間赤表示します。単位は

1000 分の 1 秒です。 

選択サーチモードを使用する 

｢選択サーチモードを使用する｣チェックマークをオンにする

と、作図処理などで要素をサーチした時、サーチした順に候

補を明示し選択サーチ確認ウィンドウが表示されるようにな

ります。対象要素の場合は[はい]を、対象外の場合は[いいえ]

をクリックします。(初期状態はオフです) 

メニュー終了時に要素の選択を解除する 

｢メニュー終了時に要素の選択を解除する(Ver5.5 形式)」チェ

ックマークをオンにすると、 

・以下の関連メニューにおいて、メニュー切替時に要素の選 

 択状態が解除されます。 

・複写／複写、回転、反転メニューでは、複写元の図形が選 

 択状態となります。 

チェックマークをオフにすると、 

・グループ化保持となります。 

・複写／複写、回転、反転メニューでは、複写先の図形が選 

 択状態となります。 

 (初期状態はオンです) 

複写／移動時に表示シートの要素も選択する 

｢複写／移動時に表示シートの要素も選択する(全シートサー

チ)」チェックマークをオンにすると、 

・複写／移動コマンド時のグループ化で、非表示シート以外 
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 の要素がサーチ可能になります。 

・チェックマークオフの場合は、対象シートと縮尺が違う 

 シートはサーチ対象外になります(初期状態はオフです)。 

サーチモード 

メニュー変更時にサーチモードをリセットする 

｢メニュー変更時にサーチモードをリセットする｣のチェック

マークをオンにする事により、メニューを実行中にサーチモ

ードを変更した場合は、そのメニューで行っていた処理を終

了すると、全サーチ(すべての要素をサーチする)モードに戻

ります。(初期状態はオンです) 

サーチ対象の要素を 1 種類だけ選択する(Ver3 形式) 

｢サーチ対象の要素を 1 種類だけ選択する(Ver3 形式)｣チェッ

クマークをオンにすると、Ver3 時のサーチモードツールバー

の動作をします。単一要素のサーチ設定が可能です。 

チェックマークがオフの場合は、Ver4 以降のサーチモードツ

ールバーの動作をします。複数要素のサーチ設定が可能です

(初期状態はオフです)。 

グループ図形の分解サーチ 

｢グループ図形の分解サーチ｣チェックマークをオンにすると、

｢すべて分解｣または｢属性定義のみ分解｣はラジオボタンをク

リックして選択することができます。 

グループ図形に設定された要素でも、１要素単位でサーチし

て編集することができます(初期状態はオフです)。 

・グループ図形の分解サーチ ON の状態でも、属性の全メニ

ュー、グループの全メニュー、演算／データ内容、シート

／シート移動、レイヤ／レイヤ移動のメニューでは以前と

同じグループ図形単位でのサーチとなります。 

・またグループ図形の分解サーチ中に名前を付けて保存や

上書き保存、外部出力などをおこなった場合には、分解し

たグループ図形を復元し、現在実行中のメニューを中断し

てから保存および外部出力されます。 

 

また、以下のショーカットキーにて設定方法が変更できます。 

Ｆ２キー：分解サーチ OFF 

Ｆ３キー：分解サーチ ON(すべて分解) 

Ｆ４キー：分解サーチ ON(属性定義のみ分解) 

分解サーチのキー割り付け 

[キー割付]をクリックすると｢キー割付｣ダイアログボックス

が表示されます。F2、F3、F4 以外の任意のキーに割り当てる

ことができます。また、分解サーチ OFF、分解サーチ ON(すべ

て分解)、分解サーチ ON(属性定義のみ分解)は、[補助]のプル

ダウメニューからも切り替えることができます。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

2 すべての設定が終了したら、[ＯＫ]をクリックします。現在

設定した変更内容を有効にし、製図画面に戻ります。 
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ツール(T)→ システム設定 システム 

 システムの各種設定を行う 
システムの各種設定を一括して行うことができます。 

1 本コマンドを起動、または｢システム設定｣ダイアログボック

スで｢システム｣タブをクリックすると、｢システム設定(シス

テム)｣ダイアログボックスが表示されますので、各種設定を

行います。 

 

拡大／縮小 

倍率 

Page up キー（拡大）、または Page Down キー（縮小）、マ

ウスホイールによる拡大縮小時の倍率を指定します。 

｢倍率｣のドロップダウンリストより、倍率をクリックして表

示させます。初期状態は 125%です。 

マウス拡大モードを使用する 

｢マウス拡大モードを使用する｣チェックマークをオンにし

た場合、図面ウィンドウ内でマウス両ボタンによる各種の拡

大表示が行えるようになります(初期状態はオンです)。 

マウスホイール/キー拡大時、マウス位置を画面中央とする 

｢マウスホイール/キー拡大時、マウス位置を画面中央とする

(Ver4 形式)｣のチェックマークをオンにした場合、マウス位

置を画面中央に移動して拡大/縮小します(初期状態はオフ

です)。 

表示 

背景色と同じ色を反転する 

｢背景色と同じ色を反転する」チェックマークをオンにした

場合、背景色と同じ色は反転表示されます(初期状態はオン

です)。 

 

Area_Control の非表示の枠線を表示する 

｢Area_Control の非表示の枠線を表示する｣チェックマーク

をオンにした場合、タイルハッチングの｢AreaControl｣で作

図または枠線のみの塗図形を枠線非表示で作図した枠線が

表示されます。ただし、チェックマークがオンでも印刷はさ

れません(初期状態はオフです)。 

枠線を表示する場合、表示するペンを指定することができま

す。 

[枠線設定]をクリックすると「AreaControl 表示ペン設定」

ダイアログボックスが表示されます。 

線種、線色、線幅を選択し、[ＯＫ]をクリックすると｢シス

テム設定(システム)｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

色ごとに表示/非表示を設定する 

｢色ごとに表示/非表示を設定する｣の[表示色]をクリックす

ると「表示色」ダイアログボックスが表示されます。 

チェックマークにより色を選択します。 

[全選択]／[全解除] 

表示中の項目すべてのチェックマークをオン、またはオフに

します。 

｢表示色｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

｢システム設定(システム)｣ダイアログボックスに戻ります。 
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文字をボックス表示する大きさ 

文字をボックス表示する大きさをドット数で入力します。最

大数は 99 です。 

 

マウスインフォメーションを表示する 

｢マウスインフォメーションを表示する｣チェックマークを

オンにすると、各コマンド実行時に、サブメニューの文字を

マウスカーソル横に表示します。[表示色]をクリックすると

「インフォメーション色」ダイアログボックスが表示されま

す。｢インフォメーション色｣ダイアログボックスで[ＯＫ]を

クリックすると、｢システム設定(システム)｣ダイアログボッ

クスに戻ります(初期状態はオフです)。 

 

連続線サーチの強調表示ペンを有効にする 

各コマンド(塗図形、ハッチング、ラスター/グラデーション、

点/等間隔、演算/道のり、演算/面積、演算/断面性能)の連

続線サーチ時の要素表示の線色・線幅が設定できます。 

｢連続線サーチの強調表示ペンを有効にする｣チェックマー

クをオンにして、[ペン設定]をクリックすると｢連続線サー

チの強調表示ペン｣ダイアログボックスが表示されます。 

色と線幅を設定し、[ＯＫ]をクリックすると、｢システム設

定(システム)｣ダイアログボックスに戻ります(初期状態は

オフです)。なお、線幅については連続線サーチ中は指定し

た線幅で表示する為に、｢線幅を細くする｣は無効になります。 

 

 

入力ウィンドウ 

大きい文字入力ウィンドウを使用する 

｢大きい文字入力ウィンドウを使用する｣チェックマークを

オンにすると、文字入力欄を大きく表示します(初期状態は

オフです)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウス 

右ボタンクリックでポップアップメニューを表示する 

｢右ボタンクリックでポップアップメニューを表示する｣チ

ェックマークをオンにすると、図面ウィンドウ内でマウス右

ボタンをダブルクリックすると、ポップアップメニューが表

示されます(初期状態はオフです)。 

マウスホイールボタンをサブメニュー[ＯＫ]として使用する 

｢マウスホイールボタンをサブメニュー[ＯＫ]として使用す

る」チェックマークをオンにした場合、マウスホイールボタ

ンを押すとＯＫ処理が実行されます。 

チェックが付いていない場合には、ＯＫ処理は実行されませ

ん。初期状態はオンで、ＣＡＤシステムを終了しても変更を

保持します。 

 

▼ ｢大きい文字入力ウィンドウを使用する｣チェックマークオフ 

▼ ｢大きい文字入力ウィンドウを使用する｣チェックマークオン 
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クリップボードからペースト：エクセルデータの読込み 

形式 

編集/クリップボードからペースト時に"表として貼り付け"

の処理方法を、いずれかのラジオボタンをクリックして選択

します。 

最新形式で読込む 

｢文字やセルの色など詳細に読込む(最新形式)｣を選択した

場合、Ver6 以降の形式で行われます。 

Ver5.5 形式で読込む 

｢文字と罫線のみを読込む(Ver5.5 形式)｣を選択した場合、

Ver5.5 形式(文字幅に応じて罫線の幅が変化します＝フィッ

ト)で読込みます。 

 

元に戻す・やり直し 

[元に戻す]、[やり直し]の回数を指定します。最大数は 99

です。 

座標表示 

｢単位を表示する｣チェックマークをオンにすると、単位を表

示します。｢mm｣、｢m｣いずれかのラジオボタンをクリックし

て単位を選択します。 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 すべての設定が終了したら、[ＯＫ]をクリックします。現在

設定した変更内容を有効にし、製図画面に戻ります。 
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ツール(T)→ システム設定 ラスター 

 ラスターの設定を行う 
ラスター処理の各種設定を一括して行うことができます。 

 

1 本コマンドを起動、または｢システム設定｣ダイアログボック

スで｢ラスター｣タブをクリックすると、｢システム設定(ラス

ター)｣ダイアログボックスが表示されますので、各種設定を

行います。 

 

モノクロラスター 

グレースケール表示 

｢グレースケール表示｣チェックマークをオンにすると、モノ

クロのラスターデータが（既存図面ファイル内のラスターデ

ータも）グレースケールにて表示されます。 

本システムをインストールした直後の初期状態では、本設定

はオンです。(グレースケールの濃さ＝｢５｣) 

表示の濃さ 

｢表示の濃さ｣のいずれかのラジオボタンをクリックします。 

 

カラーラスター 

表示の明るさ 

｢表示の明るさ｣のいずれかのラジオボタンをクリックします。 

 

スナップのしきい値 

カラーラスターをスナップする場合は、どの色をデータ色と

扱うのか、「しきい値」によって設定します。 

｢しきい値｣入力欄内に数値を入力します。しきい値が大きい

ほど薄い色のスナップになりますが、希望する位置がスナッ

プできない場合があります。 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 すべての設定が終了したら、[ＯＫ]をクリックします。現在

設定した変更内容を有効にし、製図画面に戻ります。 

・図面ファイルを保存すると、ラスターデータの配置位置と

大きさは、オプションなしの状態と同じ設定で保存されま

す。 
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ツール(T)→ システム設定 ファイルの関連付け 

 ファイルの種類を選択する 
本システムを既定のプログラムとするファイルを選択します。システムを管理者として起動した場合のみ設定するこ

とができます。 

 

1 本コマンドを起動、または｢システム設定｣ダイアログボック

スで｢ファイルの関連付け｣タブをクリックすると、｢システム

設定(ファイルの関連付け)｣ダイアログボックスが表示され

ますので、各種設定を行います。 

 

ファイルの種類 

｢ファイルの種類｣の各種ファイルのチェックマークをオンに

すると、本システムを既定のプログラムとするファイルとし

て選択されます。 

 

2 すべての設定が終了したら、[ＯＫ]をクリックします。現在

設定した変更内容を有効にし、製図画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ツール(T)→ システム設定  高速化設定 

 処理の高速化を設定する 
本システムの処理を高速化するための各種設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動、または｢システム設定｣ダイアログボック

スで｢高速化設定｣タブをクリックすると、｢システム設定(高

速化設定)｣ダイアログボックスが表示されますので、各種設

定を行います。 

高速化の種類 

｢高速化の種類｣の各種処理のいずれかのラジオボタンをオン

にすると、選択した処理で高速化処理が行われます。 

詳細設定項目を表示する 

｢詳細設定項目を表示する｣チェックマークをオンにすると、

詳細設定項目が表示されます。初期状態はオフです。 

 

動作モードの設定項目（詳細設定項目 ON時） 

各種の項目のチェックマークをオンにすると、選択した各種

の内容で高速化処理が行われます。 

｢ペン設定を初期化する｣チェックマークをオンにすると、起

動時にハッチングのパターン２設定およびタイル設定を初期

値に戻します(初期状態はオフです)。 

｢表示順モードを使用しない｣チェックマークをオンにすると、

表示順モードを使用しません。要素数が多く拡大・縮小また

は再表示において時間がかかる場合、チェックマークをオン
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にする事で解消されます。ただし、このチェックボックスの

オン・オフを変更しても、有効になるのは次回ＣＡＤ起動時

からです。変更後、ＣＡＤを終了せずにこのメニューを再度

起動した場合は前回変更した内容ではなく、現在の設定内容

となります。 

｢線幅表示を拡大率に影響させない｣チェックマークをオンに

した場合、画面表示の線幅を拡大率に依存せずに固定するモ

ードになります。また、「線幅を細く表示する」チェックマ

ークをオンにすると、画面表示の拡大率に依存せず太い線幅

でも細く表示します(初期状態はオンです)。 

｢ｲﾒｰｼﾞ/ファイン表示しない｣チェックマークをオンにした場

合、図面上に貼り付けた BMP ファイルを詳細表示しません。 

｢ｶﾗｰﾗｽﾀｰ/ファイン表示しない｣チェックマークをオンにした

場合、図面上に貼り付けたカラーラスターファイルを詳細表

示しません。 

 

データ形式の設定項目 

各種の項目のチェックマークをオンにすると、選択した各種

の内容で高速化処理が行われます。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

・ ｢ペン設定を初期化｣チェックマークをオンにすると、ＣＡＤシステムを次に起動する際に、ユーザー定義した各種のペン種

および各定義タブに設定した定義グループをクリアし、システムの初期状態に戻します。 

・ 次回も同様の各種定義を使用する場合は、｢ペン設定を初期化｣チェックマークをオフにしてください。 

2 すべての設定が終了したら、[ＯＫ]をクリックします。システムを再起動すると、現在設定した変更内容を有効にします。 

 

  

解 説：線種詳細表示の短区間表現 
高速化設定の「線種ピッチを詳細表示しない」OFF の場合、線種パターンの定義よりも短い線であっても線種表現が可能です。 

各線種パターンとは次のように実線部で終わるようにすることです。 

点線： 

破線： 

一点鎖線、二点鎖線、三点鎖線： 

一点二短鎖線、二点二短鎖線、三点二短鎖線： 
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ツール(T)→ システム設定  簡易表示設定 

 簡易表示する要素を設定する 
製図画面上で TAB キーを押しながら図面の再描画やズームを実行すると、簡易表示になります。簡易表示中は要素を

一定のペンで作図するので、図面の描画が高速化されます。 

簡易表示するペンや表示要素を指定します。 

 

1 本コマンドを起動、または｢システム設定｣ダイアログボック

スで｢簡易表示設定｣タブをクリックすると、｢システム設定

(簡易表示設定)｣ダイアログボックスが表示されますので、各

種設定を行います。 

 

表示する要素 

チェックマークをオンにした要素が簡易表示の要素となりま

す。 

[全選択]をクリックすると、すべての要素のチェックマーク

がオンになります。 

[全解除]をクリックすると、すべての要素のチェックマーク

がオフになります。 

ただし、全てをオフにした状態の設定はできません。 

 

表示ペン 

簡易表示する時のペンの種類を設定します。 

現在のペン種が表示されます。 

 

 

 

 

表示ペンの設定 

[ペン設定]をクリックすると、｢簡易表示の表示ペン｣ダイア

ログボックスが表示されます。 

線種、線色、線幅を選択し、[ＯＫ]をクリックします。｢簡易

表示設定｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 すべての設定が終了したら、[ＯＫ]をクリックします。 
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ツール(T)→ システム設定  マウス移動 

 指定したウィンドウ位置に移動するマウス操作を設定する 
マウス操作で、指定したウィンドウ位置に移動するように設定します。 

 

1 ｢システム設定｣ダイアログボックスで｢マウス移動｣タブをク

リックすると、｢システム設定(マウス移動)｣ダイアログボック

スが表示されますので、各種設定を行います。 

 

左上、右上、左下、右下 

 

 

 

 

 

 

 

ドロップダウンリストよりいずれかの移動先を選択します。 

 なし 

 サブメニュー 

 日本語メニュー大 

 日本語メニュー中 

 日本語メニュー小 

 日本語メニュー２ 

 

｢サブメニュー｣を選択した場合は以下の項目が選択可能です。 

 左、中央、右 

 

｢日本語メニュー大、中、小、２｣を選択した場合は、以下の

項目が選択可能です。 

 上、中央、下 

 

｢なし｣を選択した場合は、マウスの移動は行われません。 

 

2 ｢システム設定(マウス移動)｣ダイアログボックスで[ＯＫ]

をクリックすると、処理を終了します。 

 

・一部のディスプレイでは本機能が動作しない場合があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
新規図面設定を行う 48  

 

 

５ 新規図面設定を行う 
 

 

 

 

 

ツール(T) → 新規図面設定  用紙 

 用紙の設定を行う 
各種の用紙設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(用紙)｣ダイアログ

ボックスが表示されます。 

用紙設定 

サイズ 

｢サイズ｣は、それぞれいずれかのラジオボタンをクリックし

ます。｢フリー｣を選択した場合は、用紙サイズのテキストボ

ックス内にサイズを入力します。 

向き 

｢向き｣は、｢縦｣、｢横｣いずれかのラジオボタンをクリックし

ます。 

 

図面設定 

背景色 

新規に作成する図面の画面表示上の背景色を設定します。 

① [背景色]をクリックすると｢用紙・背景色｣ダイアログボ 

  ックスが表示されます。 

② 色の一覧から設定する線色をクリックします。 

③ [ＯＫ]をクリックします。｢図面設定(用紙)｣ダイアログボ 

  ックスに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート設定 

新規に作成する図面のシートの各種設定を一覧ダイアログボ

ックスで行います。 

① [シート設定]をクリックすると｢シート一覧操作｣ダイア 

  ログボックスが表示されます。 

② シートの各種設定を行います。 

③ [閉じる]をクリックします。｢図面設定(用紙)｣ダイアログ 

  ボックスに戻ります。 
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レイヤ設定 

新規に作成する図面のレイヤの各種設定を一覧ダイアログボ

ックスで行います。 

① [レイヤ設定]をクリックすると｢レイヤ一覧設定｣ダイア 

  ログボックスが表示されます。 

② レイヤの各種設定を行います。 

③ [閉じる]をクリックします。｢新規図面設定｣ダイアログボ 

  ックスに戻ります。 

 

 

 

表題欄設定 

新規に作成する図面に表題欄の生成の有無、および生成する

場合の表題欄の設定を行います。 

[表題欄作成]をクリックすると｢表題欄作成｣ダイアログボッ

クスが表示されます。 

｢図面枠｣、｢表題欄｣のタブをクリックすると、ダイアログボ

ックスの表示が切り替わります。 

[図面枠]タブ 

枠線 

図面枠の有り／無し、いずれかのラジオボタンをクリックし 

て選択します。 

枠線外の余白寸法 

枠線外の余白寸法をｍｍ単位で、各入力欄に数値で入力しま

す。 

枠線 

枠線の色、線幅を設定します。 

[設定]をクリックすると｢枠線設定｣ダイアログボックスが表

示されますので、色・線幅の一覧内からそれぞれ選択し、[Ｏ

Ｋ]をクリックします。｢表題欄作成｣ダイアログボックスに戻

ります。 

 

[表題欄]タブ 

表題欄 

表題欄の有り／無し、いずれかのラジオボタンをクリックし

て選択します。 

参照図面 

[参照]をクリックすると、｢表題欄参照ファイル読込｣ダイア

ログボックスが表示されますのでファイル名を選択し、[開

く]をクリックします。｢表題欄設定｣ダイアログボックスに戻

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

・表題欄の参照図面パスが無効な場合は表題欄の作成は行

えません。また、表題欄設定ダイアログで表題欄パスが無

効の状態でＯＫボタンを押すと「指定された表題欄の参照

図面が存在しません」というメッセージが表示されます。

表題欄の参照図面では、ＢＶＦ以外のファイルは選択でき

ません。 
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   表題欄情報 

いずれかのラジオボタンをクリックして選択します。 

[表題欄情報の設定]をクリックすると、｢図面表題欄の編集｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各入力欄内をクリックし、文字列を入力します。 

入力情報を全クリアする 

[全クリア]をクリックすると、入力欄にのみ情報がある場合、「図面表題欄の情報をクリアします。よろしいですか？」の確

認メッセージが表示されますので、「はい」をクリックするとすべての入力欄に入力された情報がクリアされます。 

その他１～１０の項目名称が変更されている場合、その他の項目名の処理方法を選択し、選択に従って情報がクリアされます。 

[ＯＫ]をクリックすると｢表題欄設定｣ダイアログボックスに戻ります。 

｢表題欄設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると｢新規図面設定(用紙)｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

表示順 

｢新規図面設定(用紙)｣ダイアログボックスで図面の表示順を

設定します。 

[シート順｣、｢レイヤ順｣、｢要素順｣のいずれかのラジオボタ

ンをクリックします。 

シート順：シート番号の小さい順(但し用紙は一番奥)に表示

します。 

レイヤ順：レイヤ番号の大きい順に表示し ww ます。 

要素順：要素順に表示します。 

図面のイメージ 

新規作成する図面のイメージ色を設定します。 

[カラー｣、｢モノクロ｣、｢なし｣のいずれかのラジオボタンを

クリックします。 

印刷設定 

印刷しない線種 

ドロップダウンリストから全て印刷またはいずれかの線種を

選択します。図面単位で印刷しない線種の指定は、[ファイル]

－[印刷設定]で行います。 

印刷範囲設定 

印刷する範囲の｢色｣、｢線種｣をドロップダウンリストから選

択します。 

タックインデックスを表示する 

｢タックインデックスを表示する｣チェックマークをオンにす

ると、タックインデックスを表示します(初期状態はオンで

す)。 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると、以降の新規作成図面に本設定が有効

となり、｢図面設定｣ダイアログボックスに戻ります。 
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ツール(T) → 新規図面設定  文字 

 文字の設定を行う 
文字・矢印の用紙設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(文字)｣ダイアログ

ボックスが表示されます。 

 

作図設定 

文字サイズ・フォント 

現在の文字高、文字間隔、フォントが表示されます。 

[変更]をクリックすると、｢文字設定｣ダイアログボックスが

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれか文字高のラジオボタンをクリックして選択します。 

文字高Ａ～Ｌまでの文字高入力欄内および文字間隔入力欄

内に数値を入力します。 

文字高Ａ～Ｌまでのフォントが表示されますので、それぞれ

ドロップダウンリストから選択します。 

各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックすると、｢図面設定(文

字)｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

文字色 

現在の文字色が表示されます。 

[文字色]をクリックすると、｢文字色｣ダイアログボックスが

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字色をクリックして選択します。 

文字色が決まったら、[ＯＫ]をクリックします。｢図面設定(文

字)｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

書き出し方向 

いずれかのラジオボタンをクリックし、書き出し方向を選択

します。 
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文字原点 

[原点]をクリックすると、｢原点｣ダイアログボックスが表示

されます。    

１～９までの原点位置が表示されますので、いずれかをクリ

ックし選択します。 

[キャンセル]をクリックすると｢図面設定(文字)｣ダイアログ

ボックスに戻ります。 

離れ 

｢離れ｣入力欄内に原点からの離れを入力します。 

 

 

 

 

 

表示設定 

文字表示 

｢文字表示｣チェックマークをオンにすると、文字の表示が行

われます(初期状態はオン)。 

TrueType 表示 

｢TrueType 表示｣チェックマークをオンにすると、TrueType 文

字の表示が行われます(初期状態はオン)。 

縦書き設定 

｢縦書き設定｣チェックマークをオンにすると、縦書き表示が

有効となります。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると、以降の新規作成図面に本設定が有効

となります。 
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ツール(T) → 新規図面設定  寸法１ 

 寸法線の設定を行う(１) 
寸法１の各種設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(寸法１)｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

 

色 

｢矢印｣、｢寸法線｣、｢引出補助線｣、｢文字｣は、それぞれいず

れかのボタンをクリックすると、色設定用のダイアログボッ

クスが表示されます。線色を選択し[ＯＫ]をクリックすると

｢図面設定(寸法１)｣ダイアログボックスに戻ります。 

一括変更 

色を一括して変更します。 

[一括変更]をクリックすると、｢寸法線・一括色変更｣ダイア

ログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色をクリックして選択します。 

[ＯＫ]をクリックすると｢図面設定(寸法１)｣ダイアログボ

ックスに戻ります。 

 

線幅 

[線幅]をクリックすると、｢寸法線・線幅｣ダイアログボック

スが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

線幅をクリックして選択します。 

[ＯＫ]をクリックすると｢図面設定(寸法１)｣ダイアログボ

ックスに戻ります。 
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寸法矢印 

｢垂・平｣、｢２点結｣、｢角度｣、｢線変更｣メニューの先端記号

の矢印を設定します。 

矢印種別の[ →  ]をクリックすると｢矢印設定｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

｢ＳＸＦ仕様｣、｢ＢＶ仕様｣のいずれかのラジオボタンをクリ

ックし選択します。 

大きさ指定 

矢印の大きさを倍率指定で変更する場合は、｢倍率指定｣ラジ

オボタンをクリックし、倍率(X)および倍率(Y)テキストボッ

クス内に数値を入力します。 

長さ指定で変更する場合は、｢長さ指定｣ラジオボタンをクリ

ックし、長さ、角度、半径テキストボックス内に数値を入力

します。 

矢印自動消去 

｢ON｣、｢OFF｣いずれかのラジオボタンをクリックして矢印自

動消去の ON/OFF を選択します。 

いずれかの矢を選択し[ＯＫ]をクリックします。｢図面設定

(寸法１)｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

 

 

引出補助線 

角度 

｢角度｣の入力欄内には、寸法引き出し線の角度を入力します。 

｢突出長｣には、長さを mm 単位で入力します。 

離れ 

自動／入力のいずれかのラジオボタンをクリックします。 

｢自動｣をクリックした場合のみ、引出補助線の始点位置の離

れを｢原寸 L=｣入力欄内に入力します。 

引出補助線を直線要素とする 

｢引出補助線を直線要素とする｣チェックマークをオンにす

ると、寸法線作成時に補助線を直線要素として描画します

(初期状態はオフです)。 

 

累進寸法 

表示位置 

いずれかのラジオボタンをクリックして選択します。 

起点丸印の半径 

｢起点丸印の半径｣入力欄内に半径値を入力します。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると、以降の新規作成図面に本設定が有効

となります。 
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ツール(T) → 新規図面設定  寸法２ 

 寸法線の設定を行う(２) 
寸法２の各種設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(寸法２)｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

 

角度寸法 

角度表記 

｢10 進｣、｢60 進｣いずれかのラジオボタンをクリックして選択

します。 

｢60 進｣を選択した場合は、｢60 進表示桁=｣のドロップダウンリ

ストからいずれかの桁数を選択します。１桁は分まで、２桁は

秒数まで、３桁以上は秒の小数点以下の桁数指定になります。

また、｢６０進小数点以下０表示｣チェックマークをオンにする

と、６０進表示の場合、小数点以下の０表示を行うことができ

ます。 

角度記号 

｢半角｣、｢全角｣いずれかのラジオボタンをクリックして選択し

ます。 

引出補助線を表示する 

｢引出補助線を表示する｣チェックマークをオンにすると、引出

補助線を表示します。 

 

角度寸法・周長寸法 

寸法文字を円弧状に配置する 

｢寸法文字を円弧状に配置する｣チェックマークをオンにする

と、寸法文字を円弧状に配置します。 

表示位置 

｢標準｣、｢外側｣いずれかのラジオボタンをクリックして選択し

ます。 

 

引き出し線 

｢タイプ 1｣、｢タイプ 2｣、｢折れ線｣いずれかのラジオボタンを

クリックして選択します。 

｢タイプ１角度」、｢タイプ２角度１｣、｢タイプ２角度２｣の入

力欄内には、引き出し線の角度を入力します。 

矢印種別 

矢印種別の[ → ]をクリックすると、｢矢印設定｣ダイアログボ

ックスが表示されますので、いずれかを選択し、[ＯＫ]をクリ

ックします。 

｢引出線を文字に合わせて調整する｣チェックマークをオンに

すると、引出線の終点位置から文字長さ分を伸ばします。オフ

の場合は、文字が引出線の終点位置より長くても、引出線を自

動的に延長しません。 

 

自動表示補助線 

｢自動表示補助線｣では、自動表示する補助線の間隔・本数を設

定します。 

｢間隔｣には、補助線間の原寸長さを入力します。｢本数｣には、

基準線より前後に、それぞれ表示する本数を１以上１００以下

の範囲で入力します。 

 

 



 
新規図面設定を行う 56  

 

 

  引出補助線の自動非表示 

｢表示切替の対象｣のいずれかのラジオボタンをクリックして

表示切替の対象を選択します。 

｢複写・移動時の引出補助線の表示を切り替える｣チェックマ

ークをオンにすると、複写・移動処理時に引出補助線の表示切

替を行います。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 

 

 

ツール(T) → 新規図面設定  寸法値 

 寸法値の設定を行う 
寸法値の各種設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(寸法値)｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

文字高、公差高 

｢文字高｣、｢公差高｣は、それぞれいずれかのラジオボタンを

クリックします。 

表示桁 

｢通常 =｣、｢勾配 =｣はドロップダウンリストよりいずれかの

表示桁数および、丸め方法(「四捨五入」「切り上げ」「切り

捨て」)を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、｢小数点以下の０表示｣チェックマークをオン、オフに

して設定します。 

単位 

｢単位｣は、いずれかのタイプのラジオボタンをクリックしま

す。 

３桁ごとの区切り 

｢３桁ごとの区切り｣は、いずれかのタイプのラジオボタンを

クリックします。 

その他 

寸法文字の寸法線からの離れ 

｢寸法文字の寸法線からの離れ｣の入力欄内には、寸法線から

の寸法値文字の離れを原寸で入力します。 

寸法値 

｢寸法値｣は｢自動計算｣または｢キー入力｣のいずれかのラジ

オボタンをクリックして選択します。 

表示 

｢表示｣は｢半角｣または｢全角｣のいずれかのラジオボタンを

クリックして選択します。 
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初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 

 

 

 

  
ツール(T) → 新規図面設定  演算 

 演算の設定を行う 
演算処理の各種設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(演算)｣ダイアログ

ボックスが表示されます。 

 

表示設定 

単位 

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

｢単位を表示する｣チェックマークをオンにすると、単位を表

示します。 

表示桁 

｢表示桁｣はドロップダウンリストより、いずれかの小数点以

下の表示桁数、丸め設定を選択します。 

 

配置設定 

演算結果を図面に配置する、他 

各項目のチェックマークをオンにすると、各種の配置を行い

ます。 

文字高 

いずれかのラジオボタンをクリックします。 

原点位置 

[左下(など)]をクリックすると、｢原点｣ダイアログボックス

が表示されます。    

１～９までの原点位置が表示されますので、いずれかをクリ

ックし選択します。 

[キャンセル]をクリックすると｢図面設定(演算)｣ダイアロ

グボックスに戻ります。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 
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ツール(T) → 新規図面設定  目盛 

 目盛の設定を行う 
目盛の各種設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(目盛)｣ダイアログ

ボックスが表示されます。 

表示設定 

目盛を表示する 

｢目盛を表示する｣チェックマークをオンにすると、メモリを

表示します。 

｢基準点｣のテキストボックス内に目盛の基準点の座標を入

力します。 

通常・アイソメの選択 

｢通常｣のラジオボタンをクリックした場合は、通常(格子)の

テキストボックス内に、座標を入力します。 

｢アイソメ｣のラジオボタンをクリックした場合は、アイソメ

軸からの角度およびアイソメ基準点からの間隔のテキスト

ボックス内に入力します。 

単位 

[単位]のいずれかのラジオボタンをクリックします。 

 

色設定 

色設定の[ピッチ間]、[ピッチ毎]をクリックすると、設定用

のダイアログボックスが表示されますので、それぞれ色を選

択し、[ＯＫ]をクリックします。｢目盛の設定｣ダイアログボ

ックスに戻ります。 

色変更ピッチ 

[色変更ピッチ]のテキストボックス内には色変更のピッチ

数を入力します。 

 

常に用紙の目盛を表示する 

｢常に用紙の目盛を表示する｣チェックマークをオンにする

と、用紙シートと同じ目盛を表示します。 

オフの場合は、｢対象シート｣の設定値で目盛を表示します。

初期値はオフです。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 
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《目盛間隔と傾き角度》 

 目盛間隔をｍｍで指示し、その幅と縦線、横線の角度を 10Key から入力します。 

 幅   ＝３０ 

 Ｘ軸からの角度 ＝０ 

 ―Ｘ軸からの角度 ＝３０ 

 

 この時、 

 Ｘ軸からの角度 ＝３０ 

 ―Ｘ軸からの角度 ＝３０ 

 と入力すると、右図の目盛が表示されます。配管のアイソメ図を描くときに有効です。 
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ツール(T) → 新規図面設定  塗図形 

 
 塗図形の設定を行う 
塗図形処理の各種設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(塗図形)｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

 

塗図形 

[塗色]をクリックすると、色設定用のダイアログボックスが

表示されます。 

指定する色をクリックし選択します。[ＯＫ]をクリックする

と、｢図面設定(塗図形)｣ダイアログボックスに戻ります。 

背景色を指定する 

｢背景色を指定する｣チェックマークをオンにすると、背景色

の指定を行いことができます(初期状態はオンです)。 

[背景色]をクリックすると、各色設定用のダイアログボック

スが表示されます。指定する色をクリックし選択します。[Ｏ

Ｋ]をクリックすると、｢図面設定(塗図形)｣ダイアログボッ

クスに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ブラシ設定]をクリックすると、｢ブラシ設定｣ダイアログボ

ックスが表示されます。 

いずれかのブラシをクリックし選択します。[ＯＫ]をクリッ

クすると、｢図面設定(塗図形)｣ダイアログボックスに戻りま

す。 

｢透過表示する｣チェックマークをオンにすると、塗図形を透

過表示します。 

 

文字塗／分割 

｢文字塗／分割｣の[塗色１]、[塗色２]、[塗色３]の各ボタン

をクリックすると色選択用のダイアログボックスが表示さ

れますので選択し、[OK]をクリックします。｢図面設定(塗

図形)｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

線塗 

｢塗り幅=｣入力欄内に塗り幅を mm 単位で入力します。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 
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ツール(T) → 新規図面設定  その他 

 スプライン、直線の設定を行う 
スプラインの折れ線近似表示分割数の設定、直線の矢印種別の設定を行います。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢新規図面設定(その他)｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

 

スプライン設定 

｢分割数=｣入力欄内にスプラインの表示分割数を入力します。 

 

直線設定 

矢印種別の[ →  ]をクリックすると｢矢印設定｣ダイアロ

グボックスが表示されます。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると現在設定した変更内容を有効にし、製

図画面に戻ります。 

・ＤＸＦ/ＤＷＧ、ＳＸＦファイルを読み込んでスプライン

要素を作成する場合に、その要素の分割数はここで設定し

た分割数になります。 
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６ その他の図面管理 
 

 

 

 

 

ツール(T)→ 起動ダイアログ表示 

 起動ダイアログの設定を行う  
ＣＡＤシステムを起動時に表示される｢起動設定｣ダイアログボックスを表示し、各種の設定を行うことができます。 

コマンド起動方法 

■プルダウンメニュー➜[ツール]－[起動ダイアログ表示] 

1 本コマンドを起動すると、｢起動設定｣ダイアログボックスが

表示されます。 

｢次回から表示しない」チェックマークをオンにすると、次

回のシステムの起動から、｢起動設定｣ダイアログボックスは

表示されなくなります。 

また、[閉じる]をクリックすると、新規図面も既存図面も開

かずにＣＡＤシステムが起動します。 

 

このダイアログボックスでは、新規図面を開くか、既存図面

を開くか、図面を開かないで起動するかの選択ができます。

また、新規図面には、新規図面とアシスト図面があり、どち

らも開く際の各種設定を行うことができます。 

｢新規図面を開く｣内の各機能 

 →新規図面を作成する 

 →アシスト図面を開く 

 →新規図面の設定を行う 

｢既存図面を開く｣内の各機能 

 →BV Finder で保存してある図面を開く 

 →最近使用したファイルの一覧内から図面を開く 

 →テンプレートファイルの一覧内から図面を開く 

以下、各機能について説明します。 

 
 
 
● 新規図面を作成する 

■｢起動設定｣ダイアログボックスで[新規作成]をクリック 

①新しい図面が開きます。 

この時、[新規図面設定]機能で設定した条件で新規図面

が開きます。 
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● アシスト図面を開く（オプション） 

■｢起動設定｣ダイアログボックスで[アシスト図面]を 

クリック 

① ｢アシスト図面選択｣ダイアログボックスが開きますので、

いずれかのアシスト図面を選択し、[ＯＫ]をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢アシスト図面選択｣ダイアログボックスで[BV Finder か

ら選択]をクリックすると、｢CAD 製図基準アシストを開

く｣ダイアログボックスが開きますので、図面ファイル

を選択し、[開く]をクリックします。 

｢ユーザー設定情報｣ダイアログボックスが表示されま

すので、いずれかをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 新しいアシスト図面が開きます。 

この時、[新規図面設定]機能で設定した条件でアシスト

図面が開きます。 

[新規図面設定]機能で設定した条件 

・｢用紙サイズ｣、｢用紙向き｣のみ有効 

 ※その他(背景色など)はアシスト図面の設定が有効 

  です。 

・ＣＡＤ製図基準アシストオプションが有効な場合のみ、ア

シスト図面を開くことができます。 

・起動ダイアログの「新規図面を開く／アシスト図面」は、

アシスト図面をもとにして新規図面を開きますので、ファ

イル名は保持しますが「上書き保存」を実行しても「名前

を付けて保存」ダイアログが表示されます。アシスト図面

と異なるファイル名で登録を行ってください。 
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● 新規図面の設定を行う 

■｢起動設定｣ダイアログボックスで[新規図面設定]を 

クリック 

 

① ｢図面設定｣ダイアログボックスが開きますので、各種の

設定を行います。 

② [ＯＫ]をクリックすると｢起動設定｣ダイアログボックス

に戻ります。以降、[新規作成]または[アシスト図面]を

クリックしたときに[新規図面設定]機能で設定した条

件で各種図面が開きます。 

 

本ダイアログボックスの各種設定については、 

｢５．新規図面設定を行う」で解説しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● BV Finder で保存してある図面を開く 

■｢起動設定｣ダイアログボックスで[参照]をクリック 

① ｢BV Finder｣ダイアログボックスが開きますので、図面フ

ァイルを選択し、[開く]をクリックします。 

② 図面が開きます。 
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● 最近使用したファイルの一覧内から図面を開く 

■｢起動設定｣ダイアログボックスで｢最近使用したファイ

ル｣ラジオボタンをクリック 

① ファイル名・パスの一覧内に最近使用したファイルが表

示されますので、いずれかをダブルクリックします。 

② 図面が開きます。 

DXF、DWG、JWC、JWW、SXF、SFZ、P2Z の各機能で入出力

したファイルも最近使用したファイルの履歴に表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● テンプレートファイルの一覧内から図面を開く 

■｢起動設定｣ダイアログボックスで｢テンプレートファイ

ル｣ラジオボタンをクリック 

① ファイル名・パスの一覧内にテンプレートファイルが表

示されますので、いずれかをダブルクリックします。 

② 図面が開きます。 

C:\BIGVAN\製品名フォルダー内の[Template]にある BVF

ファイルが対象となります。 

標準添付のテンプレートファイルの他に、このフォルダ

ー内にコピーして使用も可能です。 
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ファイル(F)→ 外部入出力設定  ＢＶＦ 

 ＢＶＦ変換テーブル設定 
ＢＶシリーズの旧バージョン用の図面ファイル(BVF)の読み込み、および出力時の各種設定を行います。対象になるフ

ァイルタイプは、BV-6、BV-8、BV-A、BV-C です。ここではそれらのファイルを総称して『BV-C 以前の形式』と表現し

ます。『BV-C 以前の形式』（ダイアログボックス上は BV-A）ファイルを読み込む時の線種の設定を行います。 

その他のコマンド起動方法 

■ツールボックス（サブメニュー）➜[ファイル１](－[BVF設定]) 

■ツールボックス（ポップアップメニュー）➜[ファイル１](－[入出力設定(BVF)]) 

1 本コマンドを起動すると、｢ＢＶＦ変換テーブル設定｣ダイアログボックスが表示されます。   

2 [入力設定]、[出力設定]のいずれかのタブをクリックして、それぞれのダイアログボックスで設定を行います。チェックマーク

で設定を行うものは、チェックされているものが有効となります。 

3 設定が終了したら[ＯＫ]をマウスでクリックします。 

[適用]をクリックすると、本ダイアログボックスを終了させないで設定を保存します。 

[初期化]をクリックすると、各設定を初期状態に戻します。 

 参 照 ➜ ｢解説：ＢＶＦ変換仕様」 

以下、各タブの操作について説明します。 

 

●[入力設定]タブ 

設定有効 

｢設定有効｣チェックマークをオンにすることで、線種の変換表の

設定内容を有効にします。線種の変換表を変更するには、このチ

ェックボックスをチェックします。 

初期化 

[初期化]をクリックすることにより、設定内容を初期状態（図の

状態）に戻すことができます。 

 

レイヤ・シート 

旧システムのレイヤ構造をレイヤに分解するのか、シートに分解

するのかを選択します。レイヤ分解、シート分解のいずれかのラ

ジオボタンをクリックして選択します。 

 

属性処理（BV-C 以前のみ有効） 

｢寸法・ハッチ以外の属性解除｣チェックマークをオンにすると、

属性（ユーザー属性、グループ属性）を解除して互換 BVF、BVS 読

込時（BV-6 以降）データが読み込まれます。 

 

線種処理（BV-E 以降のみ有効） 

｢同じ線種パターンをまとめる｣チェックマークをオンにすると、

図面読み込み時に同一の線種があった場合は新たに追加されず現在、

ペンコントロールパネルに追加されている線種に設定されます。 
 
線種の変換 

｢BV-A｣線種名にある線種を、本ＣＡＤシステムのどの線種(｢変換

先線種名｣)、どの線幅(｢変換先線幅名｣)に変換するかを指定しま

す。設定内容を変更する時は、変更したい BV-A 線種名にマウスカ

ーソルを合わせ右クリックします。｢ペンコントロールパネル｣ダ

イアログボックスが表示されますので、新しく設定する線種・線

幅を選択し、[ＯＫ]をクリックしてください。 
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●[出力設定]タブ 

ＢＶ－Ｃへの変換方法 

原寸データで変換するか、用紙サイズで変換するかをラジオボタ

ンにより選択します。 

原寸データ ：実座標のまま出力します。 

  そのため、シートの配置座標設定、傾き設定が行

  われていると、用紙上の位置が変わります。 

用紙サイズ ：シートの座標・傾きが設定されていると見た目

  を保持し出力します。 

 

ＢＶ－Ｇ以降のハッチング設定 

ハッチング設定の登録を、図面で使っている設定だけか、すべて

かをラジオボタンにより選択します。 

図面で使っている設定だけを登録 

 ：ハッチングの設定は、編集中の図面だけに使用し

  ている設定を登録します。 

すべて登録 ：ハッチングの設定は、システムに保持して

  いる全ての設定を登録します。 

初期化 

[初期化]をクリックすることにより、設定内容を初期状態（図の

状態）に戻すことができます。 

 

 

 

 

 

解 説：ＢＶＦ変換仕様 
ＢＶＦ変換時の仕様を解説します。 

● 要素別の分類 

 直線、円、円弧、楕円、楕円弧、文字、塗図形、bmp、OLE、ﾗｽﾀｰ、ﾀﾞﾐｰ点は維持します。 

  <BV-C 以前>  → <Ver19.0> 

  旧属性図形  → 新属性図形 

  寸法線   → 新寸法線 

  旧ｼｽﾃﾑﾊｯﾁﾝｸﾞ属性図形 → 新ﾊｯﾁﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ図形 

  旧属性図形ｸﾞﾙｰﾌﾟ  → 新ｸﾞﾙｰﾌﾟ図形 

  旧ｽﾌﾟﾗｲﾝ   → 折線 

  但し、旧属性図形を読込むときには図形原点を構成要素の１番目の要素の座標を使用します。 
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ファイル(F)→ 図面情報 

 図面情報を表示する 
開いている図面の情報を表示します。 

1 本コマンドを起動すると、｢図面情報｣ダイアログボックスが

表示されます。 
以下の内容が表示されます。 

BVF ファイル 

BVF に保持しているタイトルやサブタイトルなど、

BVFinder(詳細表示)で確認できる内容。 

SXF ファイル 

ファイルバージョン 、トランスレータ名、共通ライブラリバ

ージョン。 

その他のファイル形式 

｢用紙種別｣、｢用紙方向｣のみ。 

 

クリップボードへコピー 

必要箇所でマウス左ボタンを押したままドラッグし、選択状

態にしてクリップボードにコピー（Ctrl＋C キーのみ）するこ

とができます。 

 

2 [ＯＫ]をクリックすると、｢図面情報｣ダイアログボックスの表

示を終了します。 

 
 
 
 

 
 
ファイル(F)→ 表題欄作成 

 表題欄を作成する 
各種の設定を行い、図面上に表題欄を生成します。 

1 本コマンドを起動すると、｢表題欄作成｣ダイアログボックス

が表示されます。 

2 各種の設定を行います。 

本ダイアログボックスの各種設定については、「５．新規図

面設定を行う」で解説しています。 

 

 

3[ＯＫ]をクリックすると、図面上に表題欄が作成されます。 
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ファイル(F)→ 図面表題情報の編集 

 図面表題情報を編集する 
図面に保持している表題欄情報の編集を行います。 

1 本コマンドを起動すると、｢図面表題情報の編集｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 各入力欄内をクリックし、文字列を入力します。３行以上の場合はスクロールして入力することが可能です。 

入力情報を全クリアする 

[全クリア]をクリックすると、入力欄にのみ情報がある場合、「図面表題欄の情報をクリアします。よろしいですか？」の確

認メッセージが表示されますので、「はい」をクリックするとすべての入力欄に入力された情報がクリアされます。 

その他１～１０の項目名称が変更されている場合、その他の項目名の処理方法を選択し、選択に従って情報がクリアされます。 

3 [ＯＫ]をクリックすると、図面上の表題欄の該当文字列も変更されます。 

  
ファイル(F)→ 表題欄一括編集 

 表題欄を一括編集する 
複数の図面に保持している表題欄を一括して編集します。 

編集の図面データが存在する場合、｢表題欄一括編集｣は実行できません。全ての図面を閉じてから行います。 

1 本コマンドを起動すると、｢表題欄一括編集｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

2 図面ファイルの選択 

[ファイル選択]をクリックすると、BV Finder が表示されますので、表題欄の編集を行う図面ファイルを選択します。 
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3 [開く]をクリックすると、｢表題欄一括編集｣ダイアログボックス内の｢編集対象図面ファイルのファイル情報｣に選択したファイ

ル名、フォルダー名、ファイルタイプが表示されます。 

｢編集対象図面ファイルの表題欄情報｣の欄内に各種図面表題欄の内容が表示されます。 

ＣＡＤシステム本体により開かれている図面ファイルは編集することはできません。 

図面表題欄情報の多段入力 

リスト項目をマウスの左ボタンでダブルクリックすると多段入力用ダイアログが表示されます。 

多段入力できない項目の場合は、項目が直接文字入力状態になります。 

多段入力用ダイアログのリスト上でマウス右クリックすると、「追加」「削除」のポップアップメニューが表示されます。 

｢追加」はリストの最後に１行追加され、「削除」は選択している行を削除します。[ＯＫ]をクリックすると｢表題欄一括編集｣

ダイアログボックスに戻ります。多段入力できない項目は、図面番号、図面総数、図面作成年月日です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢編集対象図面ファイルの表題欄情報｣では、各項目名をクリックすると、項目毎に昇順、降順で並べ替えを行うことができま

す。また、項目名上で右ボタンをクリックすると｢オート・サイズ｣が表示されますので、クリックすると、その項目一覧の幅

が広がります。｢編集対象図面ファイルのファイル情報｣のヘッダー部分をクリックしても並べ替えることができます。 

 

4 行／上移動、行／下移動、行削除、自動採番 

[自動採番]機能を実行する前にあらかじめ｢行／上移動｣、｢行／下移動｣で並べ替えておいてください。 

[行／上移動]または[行／下移動]をクリックすると、反転表示されているファイル情報、および連動する表題欄情報の上また

は下への行移動が行えます。 

[行／削除]をクリックすると、反転表示されているファイル情報、および連動する表題欄情報の削除が行えます。 

表題欄情報の編集対象外にしたい行は｢行／削除｣で削除してください。｢行／削除｣は編集対象から外すだけで、図面ファイル

を削除するわけではありません。 

自動採番 

[自動採番]をクリックすると、｢開始番号｣ダイアログボックスが表示されますので、自動採番の開始番号を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ＯＫ]をクリックすると、リストに表示されている図面ファイルの上位から下位方向に向かって入力した開始番号から図面番

号を自動的に付加します。 

 
5 バックアップ機能 

バックアップ機能を備えていますので、編集前の図面ファイルをバックアップファイルとして残すことが可能です。 

｢バックアップを作成する｣チェックマークをオンにすると、バックアップを作成し、オフの場合は作成しません。 

また、バックアップ先は、図面ファイルの存在するフォルダーにバックアップファイルを作成します。 
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6 その他の項目名を更新 
編集対象図面でその他の項目名が変更されている場合に｢その他の項目を更新｣チェックマークをオンにすると編集対象図面の 

その他の項目を初期値「その他 1～その他 10」に更新します。オフの場合は更新せず、元の変更された項目名を保持します。 

 

7 参照表題欄情報 
参照表題欄情報で他の図面ファイルを指示することで、参照表題欄図面の表題欄情報を編集対象図面ファイルに反映させるこ

とが可能です。[参照]をクリックすると｢表題欄参照ファイル読込｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照図面を選択し、[開く]をクリックすると｢表題欄一括編集｣ダイアログボックスに戻ります。 

反映する項目をチェックマークにより選択し、[反映]をクリックすると、参照図面の反映した項目の内容が編集対象図面の各

項目に反映されます。 

[反映]をクリックしてもファイルには反映されません。リストの項目に反映されます。反映のヘッダー部分をクリックすると、

全チェックがＯＮ／ＯＦＦします。 

参照表題欄情報の各項目の値を選択すると選択状態となり、反転します。ダブルクリックすると入力状態になります。編集対

象図面ファイルの表題欄情報の各項目も同様です。 

 

8 ファイル更新 
[ファイル更新]をクリックすると表題欄情報が更新され、図面内の表題欄図形も変更されます。 

 

9 [終了]をクリックすると表題欄一括編集処理を終了します。 

 
・ 編集可能なファイル形式は、BV-Ｇ以降の BVF 形式と SXF(SFC,P21)Ver3、Ver3.1 形式です。これ以外のファイル形式は処理できま

せん。 

・ 編集できるファイルは、表題欄情報（表題欄属性）がついたファイルです。 

・ 表題欄情報（表題欄属性）を付加するには、次項目の「表題欄属性付加」を参照ください。 

・ BV-G 以降の BVF 形式のファイルで読み込み／書き込みパスワードが設定されている場合、パスワード入力を求められます。 

・ 表題欄情報のその他１からその他 10 の項目については、BVF 形式のみ更新できます。SXF(SFC,P21)形式では更新できません。 

・ SXF Ver2.0 形式の図面データを表題欄一括編集にて編集を行うと SXF Ver3.1 形式に強制的に変換されます。 

・ バックアップファイルを利用する場合、拡張子を元の拡張子に戻し、使用します。 

SXF(SFC、P21)形式のファイルでラスターデータが貼り付けられている図面の場合は拡張子を元に戻した後にファイルを元の場所に

戻し使用します。 
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ファイル(F)→ 表題欄属性付加 

 表題欄に属性を付加する 
図面表題欄を自動認識して属性を付加します。 

必ず本コマンドを実行する前に、全ての図面を閉じてください。 

・既に表題欄情報が付加されている文字列が存在する場合は属性付加を行いません。 

・表題欄テンプレートと同じ形状の表が存在しない場合は属性付加を行いません(文字列や文字の配置など)。 

・選択するのは、BVF ファイルのみです。 

・出力後、表題欄属性付加結果ウィンドウが表示されます。 

 

1 本コマンドを起動すると、｢表題欄属性付加｣ダイアログボッ

クスが表示されます。 

 

 

 

 

 

[参照]をクリックすると、｢雛形図の選択｣ダイアログボック

スが表示されますので、いずれかの図面を選択し、[開く]を

クリックします。 

・雛形の選択で、オリジナルで作成することもできます。 

表題欄一括編集で編集したファイルの一つを雛形にして

保存するとオリジナルの雛形図になります。 

その場合、用紙シート以外のシートは削除し、かつ表題欄

に使用する最低限の文字や線だけにすることが有効です。 

 

 

2 ｢表題欄属性付加｣ダイアログボックス内のプレビュー欄に、

選択した図面の表題欄が表示されます。 

マウスの「左クリック」「右クリック」同時押しで下記操作

を行えます。 

・右上にマウスを移動すると左上と同じ全体表示を行います。 

・左下にマウスを移動すると前回の表示に戻ります。 

・右下にマウスを移動すると枠線が表示されボタンを離すと 

 その部分が拡大されます。 

・左上にマウスを移動すると全体表示されます。 

 

 

 

 

3 変換ファイルの追加・クリア・全クリア 

追加 

[追加]をクリックすると、｢BV Finder｣ダイアログボックスが

表示されますので、いずれかのファイルを選択し、[開く]を

クリックします。 

属性付加を行う図面が一覧内に追加されます。 

クリア 

[クリア]をクリックすると、選択中の図面を一覧内から削除

します。 

全クリア 

[全クリア]をクリックすると、変換ファイル一覧内のすべて

のファイルを削除します。 
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4 出力先フォルダーの選択 

属性付加した図面の保存先を指定します。 

[参照]をクリックすると｢フォルダーの参照｣ダイアログボッ

クスが表示されますので、いずれかのフォルダーを選択し、

[ＯＫ]をクリックします。 

指定したパスにフォルダーがない場合は自動で作成します。 

 
 
 
 
 
5 ｢表題欄属性付加｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックす 

ると以下のような結果のダイアログボックスを表示します。 

・正常に属性付加が行われた場合。 

 「正常終了」 

・図面を開くことが出来なかった場合。 

 「図面を開くことが出来ませんでした。」 

・図面内にデータが無い場合。 

 「データがありませんでした。」 

・表題欄属性が付加されている文字列が存在する場合。 

 「表題欄がすでに存在するため属性付加できませんでした。」 

・雛形図内に存在する属性付加されていない文字を検索し、存在しない場合。 

 または、属性付加されていない文字の配置がテンプレートと異なる場合。 

 「雛形図と一致する表題欄文字が無いため属性付加できませんでした。」 

・属性付加する文字要素がテンプレートの位置に存在しなかった場合。 

 または、属性付加する文字列を取得した際、複数の文字列が取得できてしまった場合。 

 「雛形図内の属性文字と同じ位置に文字が見つかりませんでした。」 

 

・雛形図に指定するファイル形式は「BVF」のみです。 

・雛形図に指定する図面内にレイヤ「TTL_TXT」が存在しない場合はメッセージを表示し、開くことができません。 

「TTL_TXT」内にある文字要素と表題欄要素を対象にします。 

・雛形図に指定する図面には表題欄属性が付加されている図面を指定することが必要です。 

・プレビューに表示されている文字列で赤い項目が属性付加されている文字列です。 

白い文字列は表題欄の項目タイトルになります。 

同じ色同士の文字が重なっていると検索できない場合があります。 

プレビュー上で確認を行い、重なっている場合は位置や配置原点を編集する必要があります。 

・表題欄属性以外のグループ図形は分解されます。保存はされないため図面には影響はありません。 

・変換図面は、雛形図と異なり全レイヤの文字列から表題欄形状を検索します。 

・既に表題欄情報がある場合は属性付加を行いません。 
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ファイル(F)→ 表題欄形式の作成 

 表題欄の雛形を作成する 
文字要素に項目種類で選択した表題欄情報を付加し、表題欄の雛形を作成します。 

1 本コマンドを起動すると、文字選択モードとなりますので、

図面から表題欄属性を付加したい文字要素を選択します。｢表

題欄形式の作成｣ダイアログボックスが表示されます。 

2 項目種類の選択 

｢項目種類｣のドロップダウンリストからいずれかの項目名を

選択します。 

現在の表題欄情報の一覧表示 

｢項目種類｣ドロップダウンリストで選択した項目の情報が表

示されます。 

選択した文字列 

選択した文字列が表示されます。 

 

 

 

編集方法 

｢変更｣、｢挿入｣いずれかのラジオボタンをクリックして選択

します。初期値は｢変更｣です。 

編集位置の行に、変更または挿入します。 

編集位置 

｢編集位置｣ドロップダウンリストより何行目に編集するかを

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 [ＯＫ]をクリックすると表題欄形式作成処理を終了します。 

・この図面をＢＶ－Ｇ以降のＢＶＦ形式で保存すると、表題

欄形式ファイルとして利用できます。また、表題欄形式フ

ァイルには、表題欄の文字以外の要素を描き加えることも

可能です。 

 

 

例)３行目に選択した文字を挿入 
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データ(M)→ 図面の貼り付け 

 図面上に他の図面を貼り付ける 
製図中の図面に他の図面を貼り付けます。（本処理を行える BVF のバージョンは BV-G 以降です) 

子画面が貼り付いている図面を貼り付けることも可能です。 

貼り付いている図面を編集すると、保存されている図面にもその編集が反映されます。 

その他のコマンド起動方法 

■ツールボックス（サブメニュー）➜[ファイル２](－[図面の貼り付け]) 

■ツールボックス（ポップアップメニュー）➜[ファイル２](－[図面の貼り付け]) 

図面の貼り付けには、参照図面の読み込み処理と、既に貼り付けた図面の削除処理があります。 

以下、それぞれについて説明します。 

 

● 参照図面を貼り付ける 

1 本コマンドを起動すると、サブメニュー欄に参照図面を削除

する場合は、左クリック、参照図面を貼り付ける場合は右ク

リックと表示されます。 

[原点(左下)]をクリックすると、→[原点(右下)]→[原点(右

上)]→[原点(左上)]と表示が切り替わります。いずれかを表

示させて選択します。 

2 右クリックすると、BV Finder が開きますので、貼り付ける図

面を選択し、[開く]をクリックします。 

マウスの移動に伴い、図面データの仮想線が移動します。 

 

 

 

 

  

3 クリックすると、マウス位置に指定した原点で図面が読み込

まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 貼り付けられた参照図面を削除する 

1 本コマンドを起動し、既に貼り付けた図面上で左クリックし

ます。確認メッセージが表示されます。 
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2 [ＯＫ]をクリックすると、クリックした図面が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
補助(O)→ 背景色 

 図面ウィンドウの背景色を変更する 
図面ウィンドウの背景色を変更します。 

その他のコマンドの起動方法 

■ツールバーメニュー➜  

■ツールボックス（サブメニュー）➜[その他](－[背景色]) 

■ツールボックス（ポップアップメニュー）➜[その他](－[背景色]) 

1 本コマンドを起動し、｢背景色設定｣ダイアログボックスより、

背景色を指定します。 

｢色｣の一覧内から変更後の色をマウスでクリックします。 

2 [ＯＫ]をマウスでクリックします。 

3 背景色が変更されます。 

選択背景色を変更する場合は、サブメニュー欄の[色の設定]

をマウスでクリックします。 

 

・背景色の設定変更を行うと、同一図面のすべてのウィンド

ウの背景色を変更します。 
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